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むつ市議会第２５０回定例会会議録 第２号

令和３年１２月２日（木曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）18番 原 田 敏 匡 議員

（２）15番 佐 藤 広 政 議員

（３）７番 斉 藤 孝 昭 議員

（４）９番 富 岡 直 哉 議員

（５）５番 野 中 貴 健 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（大瀧次男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（大瀧次男） 議事に入る前に、諸般の報告

を行います。

まず初めに、11月24日開催されました各常任委

員会において正副委員長が決定しておりますの

で、ご報告申し上げます。総務教育常任委員会委

、 、 、 、員長 鎌田ちよ子議員 副委員長 富岡直哉議員

産業建設常任委員会委員長、白井二郎議員、副委

、 、 、員長 村中浩明議員 民生福祉常任委員会委員長

原田敏匡議員、副委員長、野中貴健議員が決定し

ておりますので、ご報告申し上げます。

次に、今朝ほど市長から、今定例会に提出され

ております令和３年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算書の一部に誤謬訂正がありますので、

お手元に配信しております。なお、タブレット端

末に登録されている資料は既に訂正済みでありま

すので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（大瀧次男） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（大瀧次男） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

質問の順序は、抽せんにより原田敏匡議員、佐

藤広政議員、斉藤孝昭議員、富岡直哉議員、野中

貴健議員、東健而議員、濵田栄子議員、村中浩明

、 、 、 、議員 佐藤武議員 工藤祥子議員 杉浦弘樹議員

佐賀英生議員、浅利竹二郎議員の順となっており

ます。

本日は、原田敏匡議員、佐藤広政議員、斉藤孝

昭議員、富岡直哉議員、野中貴健議員の一般質問

を行います。

◎原田敏匡議員

〇議長（大瀧次男） まず、原田敏匡議員の登壇を

求めます。18番原田敏匡議員。

（18番 原田敏匡議員登壇）

〇18番（原田敏匡） おはようございます。18番、

会派未来への轍の原田敏匡です。むつ市議会第

250回定例会において一般質問を務めさせていた

だきます。通告に従いまして、２項目５点につい

て質問いたします。市長並びに理事者各位におか

れましては、明快かつ前向きなご答弁をよろしく

お願い申し上げます。

初めに、１項目め、むつ市避難行動要支援者支

援制度について質問いたします。平成25年６月の

災害対策基本法の一部改正で、高齢者、障害者、

乳幼児等の特に配慮を要する方のうち、災害発生

時の避難等に特に支援を要する方の名簿の作成を

市町村に義務づけることが規定されました。この

法改正に基づき、災害時要援護者支援制度は避難

行動要支援者支援制度へ移行し、災害時に迅速な

避難を行うため、在宅の方で、避難する際に支援

を必要とする方の名簿が当市でも作成されていま

す。

また、この名簿は、災害時において避難支援関

係者に提供され、避難支援や安否確認のために活

用されることとなっております。
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そこで、１点目は、むつ市・風間浦村豪雨災害

における支援活動の検証についてです。むつ市・

風間浦村豪雨災害は、本制度が制定されてから適

用される初めての災害であることから、本制度が

どのように機能したのか、併せてどのような検証

がなされているのかお伺いします。

２点目は、避難行動要支援者名簿の登録状況に

ついてです。市は、避難行動要支援者の登録情報

を同意者避難行動要支援者台帳、関係機関等共有

台帳、情報提供未同意者台帳の３つの台帳で整備

しておりますが、それぞれの登録状況についてお

伺いします。

３点目は 町内会の役割についてです 平成30年、 。

12月のむつ市議会第238回定例会でも同様の質問

をいたしましたが、３年経過した今でも町内会長

の皆様から、名簿の取扱いについて、災害時を想

定した場合の不安など、３年前と全く同じ悩みを

複数の町内会長さんから伺っております。

そこで、令和元年度に全体計画が修正されたこ

ともあり、改めて町内会の役割についてお伺いし

ます。

２項目めは、学校規模適正化について質問いた

します。１点目は、小・中学校の統廃合について

です。平成27年に文部科学省が策定した公立小学

校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引

を基に、平成28年、大畑地区の小学校を対象に保

護者説明会を開催、平成29年から教育委員会が策

定したむつ市学校規模適正化に関する方針によ

り、より具体的に小規模校の統廃合について、保

護者説明会及び地域住民説明会が開催されまし

た。本年度末で二枚橋小学校が閉校することにな

ります。

学校の統廃合も含めた学校規模の適正化は、様

々な要素が絡む困難な課題ですが、あくまでも児

童・生徒の教育条件の改善の観点を中心に据え、

。 、 、行うべきものです しかしながら 小・中学校は

児童・生徒の教育のための施設であるだけでな

く、地域のコミュニティーの核としての性格を有

、 、 、 、することが多く 防災 保育 地域の交流の場等

様々な機能を併せ持っており、保護者、地域住民

の理解、協力が必要不可欠となり、実現までには

長い期間を要します。

そういった意味でも、人口減少、少子高齢化に

よる児童数の推移を勘案し、市民に理解を求める

時期に来ているのではないかと考えますが、今後

の小・中学校の統廃合も含めた計画についてお伺

いします。

２点目は、むつ中学校及び第一田名部小学校の

学区についてです。現在田名部地区にある２校、

むつ中学校と田名部中学校の学級数の差は約３

倍、生徒数の差は約４倍と、田名部中学校が大幅

に多く、今後もその差は広がっていくものと思わ

れます。さらに、このままの推移をたどると、部

活動等の面からも学区外に進学を希望する生徒が

増え、その差は加速度的に広がることが予想され

ます。

そこで、学区が定められた当時に比べ、道路事

、 、 、情 住宅地の開発が進み 居住環境が変化した今

むつ中学校と小中一貫校である第一田名部小学校

の学区について見直す考えはないかお伺いしま

す。

以上、２項目５点につき、お伺いいたします。

これで壇上からの質問は終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。原田

議員のご質問にお答えいたします。

むつ市避難行動要支援者制度についてのご質問

の１点目、むつ市・風間浦村豪雨災害における支

援活動の検証についてでありますが、河川増水に

よる避難指示の発令後、日頃から地域の見守り活

動を行っている町内会長や民生委員が中心とな
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り、速やかに電話連絡や独り暮らし高齢者宅の戸

別訪問による声がけが行われ、円滑な避難支援が

行われたものと認識しております。

次に、ご質問の２点目、避難行動要支援者名簿

の登録状況についてお答えいたします。令和３年

３月31日時点で、同意者避難行動要支援者台帳登

録者数が4,257人、関係機関等共有台帳登録者及

び情報提供未同意者台帳登録者は、登録はござい

ません。ゼロ人であります。

続きまして、ご質問の３点目、町内会の役割に

つきましては、市としては、まずは各地域の実情

や課題の把握をしていただくことと認識しており

ます。この点、日頃からの見守り活動や災害時の

安否確認に活用いただくことを主な目的として町

内会長にも名簿を提供しておりますが、町内会が

災害時に名簿を活用して、必ず避難支援に当たる

よう依頼するものではございません。

避難行動要支援者への支援を迅速かつ的確に行

うためには、市民の皆様一人一人の防災意識の向

上や、日頃から地域をよく知る町内会や民生委員

をはじめとする関係者間のつながりや内発的な取

組が重要になります。

市といたしましては、そういった避難誘導方法

や支援体制の検討について、地域の実情に沿える

よう支援してまいりたいと思いますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 原田議員のご質問にお答え

いたします。

学校規模適正化についてのご質問の１点目、小

・中学校の統廃合について及び２点目のむつ中学

校及び第一田名部小学校の学区につきましては、

、 。関連がありますので 一括してお答えいたします

平成27年１月27日、文部科学省より示されました

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関

する手引によると、複式学級の解消や通学距離、

時間等を基本として、地域の事情等も踏まえなが

ら、学校の適正規模、適正配置について検討すべ

きとされております。

議員からご質問のありましたむつ中学校ブロッ

クを含む他の中学校ブロックにおいても、児童・

生徒数の減少は進んでおりますが、地域の事情や

通学距離等を配慮し、現時点においては、すぐさ

ま学区の見直しが必要な状況にあるものとは理解

をしておりません。

しかしながら、今後さらなる児童・生徒数の減

少等が進み、学校活動に影響が出るような状況と

なる場合には、むつ市通学区域審議会等により具

体的に審議していくこととなりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） それでは、再質問をさせてい

ただきます。

むつ市・風間浦村豪雨災害における支援活動の

検証についてですが、民生委員の方とか、あとは

町内会長さんからいろいろお話を聞くのですけれ

ども、実際に民生委員さんに名簿が渡されて、計

画の中では、法的な拘束もないですし、あくまで

民生委員の方が自分の安全を確保した上で自発的

に行動するということになっています。その辺が

やはり自発的という部分もあって、実際自分たち

が災害が起こったらどう行動しようとか、どう行

動したらいいのかという不安を抱えている民生委

員さん、町内会長さんが結構おります。

今回初めての適用になったこともあり、ぜひこ

の経験をほかの地区の民生委員の方に、実際こう

だった、こういう活動があったということを広め

ていただいて、具体的な行動の在り方について、

ぜひ市のほうからも情報提供していただきたいな

と思います。

実際市長の答弁のほうで、先ほど活動があった
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というお話がありました。この計画自体、私、本

当に必要なものだと思っていますし、ぜひ実効性

のある計画であってほしいなと思います。例えば

民生委員の方が安否確認することによって、行政

が行う初動も大分違ってくると思います。そうい

った点から、支援者の皆様が行動しやすい計画で

あってほしいなという点も含めて、適時再質問い

たしますが、まず先ほど言いましたとおり、あく

まで民生委員さん、安否確認を行う際、自らの安

全を確保した上で自発的にという部分もありま

す。なかなかそういった行動を取るまで、実際の

避難情報が出ていますけれども、安否確認を行っ

たほうがいいのか等々、多分民生委員さんが悩ま

れるケースがあると思うのです。

そうなった場合、例えば市のほうから、まずは

民生委員さんの安全の確保がどうなっているか、

安否確認できる状態であるのかどうか等々、民生

委員さんだけに連絡を取って確認して、そこから

市の初動も始めてもいいと思うのですが、この辺

の民生委員さんの自発的な動きを推進するような

動きをさらに計画として盛り込めないかという

点、いかがお考えか、まずお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

大変いい指摘だと思うのです。ただ、今回の災

害の私たちの経験からすると、恐らく現実にはそ

ういうことも難しいのではないかというふうに思

います。今回たくさんの方々から災害のご質問を

受けて、みんなに絶対言おうと思っているのが、

まず自助なのです。つまり災害は自分たちでしか

防ぐことはできません。災害が起こって当初数時

間の間は、民生委員の方であろうが、町内会長で

あろうが、一般の市民の方であろうが、私たち公

務員だろうが、市長であろうが、ともかく自分の

身の安全の確保を最優先してください。これしか

ないです。誰かが助けてくれると思わないほうが

いい。そのための準備を常にしておくということ

が大事だと思っています。

ですから、民生委員の方々とか、あるいは町内

会長の方々が名簿をもらうと、自分がそれを何と

かしなければいけないという責任が発生するよう

に思うかもしれませんけれども、それはそれなの

です。まず、そこは最も重要な点で、町内会長の

皆さんも、民生委員の皆さんも、まずはそれぞれ

避難してください。避難した先でも名簿というの

、 、は活用できますから 名簿を抱えていかなくても

ともかく避難を先にしてくれ、それがまず第一で

す。

そのことは、実は災害に備える民生委員・児童

委員活動に関する指針というのが厚生労働省から

出ていまして、その第１条で、まず自分自身と家

族の安全を最優先に考えるということを民生委員

の方も言っています。安否確認についても第２条

で言っていて、地域の関係者全てで取り組むべき

問題であって、民生委員、児童委員が災害時に対

応するということを考えるべきではないと明確に

書いています。そして、その後の第３条では、災

害時要援護者の支援というのは、民生委員、児童

委員だけが担うものではありませんと書いている

のです。

むつ市の民生委員の方々、私も、町内会長も含

めて、皆さんすごく責任感を持って取り組んでい

る方々がいらっしゃると思うのですが、名簿をも

らうと、まず確認しなければいけないと思うかも

しれませんが、そうではありませんので、ともか

く自分の命を大事にして、自分でまず避難するこ

とを考えていただきたいということだと思います

し、行政の我々としても、民生委員の方々に優先

して安否確認をして、その人たちから確認しても

らうという段取りは、あまり想定していないとい

うことはご理解いただきたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 18番。
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〇18番（原田敏匡） 市長がおっしゃるとおり、私

が接してきた民生委員、児童委員さんの皆様、そ

して町内会長の皆様も、やっぱり名簿を渡される

と、その責務を全うしようという高い志を持って

考えているケースがあります。私も今市長がおっ

しゃったとおりだと思います。その辺も併せて、

今回の災害の経験も含めて、何かの会合があった

際には今回の件をぜひ伝えていただきたいなと思

います。

名簿について質問いたします。実際の避難行動

等々、安否確認等々は、今市長がおっしゃったと

、 、おりだと思いますが 実際避難所に行ってからも

この名簿というのは非常に重要になってくると思

います。

そこで、避難行動支援者名簿は、現在約99％の

市町村において作成されるなど、全国的に普及が

進んでおりますが、実際活用するに当たって、い

まだ災害により多くの高齢者が被害を受けてお

、 。り 避難の実効性の確保が課題となっていました

その対応として、避難行動要支援者の円滑かつ迅

、 、速な避難を図る観点から 個別避難計画について

本年５月の災害対策基本法の一部改正により、市

町村での作成が努力義務化されました。

そこで、まず確認したいのですけれども、現状

でも市では一人一人に合わせた避難計画としてむ

つ市避難行動要支援者避難支援プランを整備して

いますが、これは今回５月に一部改正して国が求

めている個別計画の内容も含まれているのかどう

か、まずお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えします。

避難行動要支援者名簿の中の個別計画には、そ

の項目等を全て網羅してございます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） この個別計画については、先

ほど4,257人の方が登録していらっしゃるという

お話を伺いましたけれども、その中でも真に避難

支援を必要とする方を正確に把握する上でも、こ

の個別計画、大事だと思っております。

そこで、その4,257人のうち、個別計画を既に

策定している件数と全体に対する割合についてお

伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えします。

登録者4,257人中3,710名の方が個別計画を提出

されております。割合としては87.2％となってお

ります。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 全国的にも個別計画の作成の

数字が全然進んでいなくて、低いところだと10％

以下とか、平均でも多分30％、40％という数字が

見てとれるのですけれども、今回80％ということ

で、大分高い数字で安心いたしました。

そこで、次、先ほど市長のほうから民生委員さ

んの行動、町内会長さんの行動の件があったので

すけれども、この個別支援プランの中には、例え

ば避難所はどこになりますよだとか、支援等をす

る方はどなたですよというふうな明記もされてい

ると思うのです。今現在全ての地区に民生委員が

配備されているわけではなく、多分欠員をしてい

る民生委員の地区もあると伺っているのですけれ

ども、そういった場合、そういった個別プランの

中で、支援等をする人はどなたに、例えば町内会

長さんになるのか、行政になるのか、その辺の対

応をどう取っているのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えします。

個別計画の中で、地域支援者という形で記録さ

れている中では、ほぼご近所の方が設定されてお

ります。また、今回赤川地区の地域支援者という

ことでも、ご近所の方が登録されておりますとい
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うことで、お答えいたします。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 少し細かい質問になるのです

けれども、4,257人、これ地区によって人数に結

構ばらつきがあると思うのです。大きい町内とい

いますか、地区に関しても、民生委員の方の数は

さほど比例して多いかというとそうでもないとい

う現状を考えると、地区によっては、民生委員さ

ん１人が受け持つであろう人数に大分開きがある

、 、のではないかと思うのですけれども 今現状では

民生委員さん１人が受け持つ最大の人数はどのぐ

らいの数になるのかお伺いします。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えします。

民生委員１人当たりの担当区域内の避難行動要

支援者名簿ということで、最大数につきましては

65人となっております。ただ、そもそも民生委員

は発災時避難の支援を行うことが想定されている

わけではありませんので、まずはそれぞれが避難

していただくというのが重要であるということ

で、地域コミュニティーの支え合いのほうがもっ

と不可欠だと考えております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） なかなか繰り返しになるので

すけれども、名簿を渡されると、どうしてもそう

いった責務を感じてしまう方がいらっしゃいま

す。１人頭、私65人もとなるとちょっと気構えし

てしまう方もいらっしゃるかなとは思うのですけ

れども、多い地区に関しては、ぜひそういった町

内会長さんと密に連携を持っていただいて、行動

してもらうことも大事なのかなというふうに考え

ております。

町内会の役割にもなってくるのですけれども、

先ほど町内会の役割、答弁いただきました。実際

町内会長さんの生の声をお伝えしますと、前回の

定例会、前回というか、前回一般質問した際にも

言ったことなのですけれども、町内会長さんも高

齢化しております。平常時の見守り活動について

も、なかなか１人でその責務を全うすることが厳

しいと感じていらっしゃる町内会長さんもいらっ

しゃいます。できれば同じ町内の役員の方、１人

でも２人でも、その名簿を共有して、町内として

活動したいなという思いもあるのですけれども、

なかなか名簿の性質上、プライバシーの観点、個

人情報の観点等々ありまして、そうもいかないと

いうのが現状です。

市のほうで、町内会長さんに渡す場合にはきっ

ちり署名いただいてお渡ししているのが現状だと

思いますが、その辺ある程度、役員の皆様に関し

ても、署名いただければ共有してもいいというよ

うな具合にぜひしていただきたいなと思うのです

、 。けれども その辺どうお考えかお尋ねいたします

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

繰り返しになるのですが、まずそもそも民生委

員の方々に避難を支援するとかということをお願

いしているわけではありませんし、また町内会長

にもお願いしているわけでもなくて、その義務が

あるわけでもないということは、これは話の大前

提です。

もう一つ言わせていただくと、災害の中身によ

って、避難をお手伝いできる場面と絶対にむしろ

お手伝いができない場面というのがあると思うの

。 。です 例えば台風がすごく近づいてきていますと

南から来るわけですから、何日も前から台風の情

報というのを我々は手にしていると。二、三日前

になってもまだ日本海のほう、あるいは太平洋の

、 。ほう あるいは上陸してから勢力が弱まらないと

いよいよ24時間以内にむつ市に来る。しかもまだ

岩手県や秋田県にいても勢力が弱まっていない。
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あと数時間したら来るというふうなタイムライン

があるような災害の場合は、これは恐らくみんな

で避難行動を取ることができる。協力して、共助

という場面ができる。

ところが、日本海溝で想定されているマグニチ

ュード９クラスの地震が来て、むつ市内も震度６

強から７の地震が来て、瞬間的に大畑ではもう

15分で10メーターを超える津波が来て、陸奥湾の

ほうも２時間か３時間以内に５メーターを超える

津波が来るというときに、その名簿を使ってみん

なのところを回るなんていうことはあり得ないわ

けです。まずやっぱり自分で逃げないといけない

し、自分の家族と逃げないといけないということ

をやらなければいけない。

だから、災害の場面によってその名簿の使い方

は違って、後者の大規模地震、大津波が来るとき

の名簿の使い方というのは、恐らくそれはもう避

難した後に、来ていますかと、ここにいますかど

うか、安否確認という意味でしか多分名簿の活用

はできない。そういう名簿というのがどういう場

面でどういうふうに使われるのかということにつ

いては、確かに原田議員のご指摘のとおり、私た

ちはしっかりと町内会長や民生委員の方々には伝

えていかなければいけないというのは私自身も感

じています。ですから、そのことについてはこれ

からの課題として受け止めて、しっかり対応して

いきたいと思います。

また、今のご質問にありました役員に渡せるか

どうかということについても、もちろん個人情報

ですけれども、町内会長に渡して役員に渡せない

ということは、これはないと思いますので、守秘

義務の契約をしっかりと結べば、これはできるこ

とだと思いますので、どの範囲で共助の体制が取

れるか、その辺をしっかりと考えた上で、渡せる

か渡せないか、このことについても検討していき

たいと考えてございます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 災害時については、市長がお

っしゃるとおりでございます。ただし、全体計画

についても、災害時以外でも、平常時の行動等も

記載されておりますので、ぜひその名簿の取扱い

についてはご検討いただきたいと思います。

最後に、事例といいますか、紹介と要望を兼ね

て、この点について終わりたいと思うのですけれ

ども、実際に町名で言うと昭和町Ａさんの取組と

して、そういった災害を想定して、要支援、援護

者をどのように町内として救出するか、避難所ま

で連れていくかというのを検討していた際に、い

ろいろ試したみたいです。ストレッチャーがいい

のか、冬、例えば南極大陸でよく大きいそりを引

っ張っているのですけれども、そういったそりで

避難所まで連れていくのがいいのか、それとも車

椅子で持っていくのがいいのか、連れていくのが

いいのか、いろいろ検討した結果、車椅子を購入

したそうです。昭和町Ａさん、自主防災組織も取

っているのですけれども、その自主防災組織の予

算ではなくて、あくまで町内会費の中からそうい

った取組をなされていて、本当に災害について積

極的に取り組んでいるなという印象を持ってい

て、非常に心強く感じています。

実際にやっぱりそういった災害時、自分たち、

共助の部分で何かしなければいけないという町内

会さんも複数ありまして、その用意をしている町

内会さんもございます。ぜひ今後は、全体計画の

中での検討事項の中にもあるのですけれども、支

援者の連携を図るという部分で、市も積極的に参

加していただいて、そういった共助の部分、積極

的に行っている町内会なりには、そういった車椅

子等、使わないにこしたことはないのですけれど

も、例えば車椅子を購入した際に補助を検討する

とかという部分を含めながら、そういった災害に

対する準備を、そして機運を、町内会長さん、そ
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して民生委員さんとともに高めていただきたいな

と思いますので、ぜひ検討していただきたいと思

います。

では次に、学校規模適正化について質問いたし

ます。まず、学校規模については、先ほど教育長

にご答弁いただいたとおり、国が定める標準とい

うものがございまして、学校教育法施行規則によ

ると、小・中学校の学級数では12学級以上18学級

以下を基本としています。ただし、地域の実態そ

の他により、特別の事情があるときはこの限りで

はない、先ほどの答弁どおりですが、その限りで

はないと弾力的なものとなっています。

そこで、あくまで地域の実情に合わせている話

ですので、市が基準とする小規模校の定義につい

て、もしありましたらお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

ただいま議員からご説明ありましたとおり、国

からの公立小学校・中学校の適正規模・適正配置

等に関する手引を受けまして、むつ市では平成

29年４月にむつ市学校規模適正化に関する方針と

いうのを策定しております。その中では、国の手

引の基準により、統合について速やかに検討する

必要があるとする目安が示されている小学校は、

複式学級が存在する規模として、今年度で閉校と

なる二枚橋小学校含め奥内小学校、関根小学校、

正津川小学校、脇野沢小学校の５校、またクラス

替えができない６学級規模といたしましては大湊

小学校、川内小学校の２校が該当し、中学校につ

いては、複式学級は脇野沢中学校１校、クラス替

えができない３学級規模といたしましては近川中

学校、関根中学校、大湊中学校、川内中学校、大

畑中学校の５校が該当しております。

これと併せまして、通学の距離や地域の事情等

を考慮し、むつ地区、川内地区、脇野沢地区の対

象校については、現状の学校規模で教育活動を推

進いたしまして、大畑地区の統廃合について進め

ていくこととしているものでございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） そうすると、平成28年頃から

大畑地区の２校を対象に、現状はそういった適正

化を図る活動をされていますけれども、先ほどあ

りました正津川小学校も二枚橋小学校同様、平成

28年から統廃合も視野に入れた保護者、そして地

区説明会が開催されていると思いますが、現状ど

のような状況にあるのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

正津川小学校と大畑小学校につきましては、統

合の可能性について検討しているところではござ

いますが、児童、また保護者、地域の皆様のご理

解をいただきながら進める必要がありますことか

ら、現在のところ結論には至っていない状況にご

ざいます。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） そうすると、参考までにです

けれども、ここ数年間、二枚橋小学校が閉校する

まで、二枚橋小学校の学区から結構な児童の方が

学区外に進学もしくは通学しているケースがあっ

たと思うのですけれども、現状正津川小学校は、

そういったケース、何名ほどいらっしゃるのか参

考までにお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

現在正津川小学校学区内に居住する児童は28名

おりまして、そのうち大畑小学校へ学校指定変更

を行っている児童数は16名となってございます。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 現状学区内の約半数の児童が

学区外に通学しているということを受け止める
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と、これは決して正津川小学校、そしてむつ市内

に限ったことではなく、ほかの多くの地域で見ら

れることなのですけれども、ちょっと言いにくい

のですけれども、地域の方々の意見と当事者であ

る児童、保護者の学区のそういった選択に少しギ

ャップを感じる場面があります。これは、今後市

が適正化を進めていく上で必ず直面する課題では

ないかなと考えるのですけれども、この課題に対

して、何を優先して、どういった方向性を持って

向き合っていくのか、お答えできれば教育長から

お聞きしたいのですけれども、よろしいでしょう

か。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（ ） 。〇教育長 阿部謙一 ご質問にお答えいたします

結論を申し上げれば、最優先されるものは、議

員ご自身におっしゃっていただいたように、教育

環境の充実、これに尽きると考えております。

お話にもありましたように、二枚橋小学校は今

年度末をもって統合されることとなりましたが、

平成20年度には全国規模の合唱コンクールで全国

２位の栄冠に輝いております。同年度には青森県

のＰＴＡとして表彰等も受けております。全国規

模のこのような形での大きな成果に関しては、私

どもも敬服しているところであります。

長らく児童数が１桁を残念ながら超えることが

なかった時期が続いておりましたが、その中でも

今申し上げたような教育活動が脈々と営まれてお

りました。このようなことを私どもは尊重したい

と考えております。

しかしながら、議員ご指摘のとおり、何よりも

優先されるべきものは、子供たちの教育環境、子

供たちの成長です。この点に関しまして、保護者

並びに地域の方々とも、これからも協議をしっか

りと繰り返す中で結論に至りたい、このように考

えております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） 分かりました。今後ともぜひ

協議を継続していただければなと思うのですけれ

ども、次に将来の児童・生徒数の見込みについて

質問いたします。

むつ市人口ビジョンでは、20年後、40年後の小

学校区別の将来人口指数の推移が予測されていま

すが、まずは直近の具体的な推移として、昨年度

生まれた新生児が小学校に入学するときの各小学

校、中学校に在籍するであろう児童・生徒数の予

測についてお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

昨年度出生した子供が小学校に入学する年度と

いうのは令和９年度となりますけれども、これに

おける市内小・中学校ごとの児童・生徒数の見込

みについてということでございますけれども、こ

ちらにつきましては、不確定な部分も多分にあり

ます。推計の基となりますのは、現在の住所を基

に令和９年度の数を推計いたしますと、児童・生

徒の見込みにつきましては、第一田名部小学校が

338人で令和３年度と同数、第二田名部小学校が

、 、386人で26名の減 苫生小学校が420名で56人の減

第三田名部小学校が162人で87人の減、奥内小学

校が27人で10人の増、関根小学校が29人で19人の

減、大平小学校が346人で85人の減、大湊小学校

、 、が83人で15人の減 川内小学校が54人で45人の減

大畑小学校が118人で94人の減、正津川小学校が

、 、16人で５人の増 脇野沢小学校が７人で５人の減

むつ中学校が149人で10人の減、田名部中学校が

、 、581人で56人の減 近川中学校が７人で17人の減

関根中学校が21人で３人の減 大平中学校が208人、

で35人の減、大湊中学校が49人で１人の増、川内

中学校が36人で23人の減、大畑中学校が107人で

８人の減、脇野沢中学校が６人で２人の減となっ

てございます。
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トータルしますと、市内小・中学校の児童・生

徒数の合計は3,150人と見込まれておりまして、

令和３年度と比較いたしますと570名の減となっ

てございます。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 18番。

〇18番（原田敏匡） あくまで予測ですので、この

数字に関してああだこうだとはなかなかちょっと

言いづらいのですけれども、例えばなかなか大湊

小学校あったり、今１クラス15人しかいないとい

うのがちょっと衝撃的といいますか、規模を考え

ると少ないなという印象を持ちますし、今回合併

する大畑小学校が94人、多分最多の増減ある学区

になるのですけれども、本当に我々が思っている

よりも人口減少、そして少子高齢化が、地区によ

っては大幅に進んでいるなという印象を持ちま

す。この件については、これから一般質問する同

僚議員が何名か、こういった課題に対して質問い

たしますので、私のほうからはいたしませんが、

最後に教育長にお伺いします。

今回の予測といいますか、この結果から、学校

間での多少の移動はあるにしろ、昨年度生まれた

新生児を対象としておりますので、ある程度確定

しているものではないかと思います、全体として

は。その中で、１学年、１クラスもしくは複式学

級も含めますけれども、10名以下の小学校が約４

割、その中には先ほど言いました複式学級も含ま

れます。さらに、そこから人口減少の推移、併せ

て学校施設の老朽化等の対応も考えると、市全体

の小・中学校の統廃合並びに学区の再編も含めた

新たな学校規模適正化の方針をそろそろ策定し

て、市民の皆様に早い段階でお示しし、理解を長

い期間かけて求めていく時期に来ているのではな

いかと考えますが、その点に関して、教育長の所

見を最後にお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

まさに議員ご指摘のとおり、児童・生徒数の減

少に関しましては、厳然たる事実であると捉えて

おります。そして、先ほど来申し上げております

、 、ように 最も大切なものは子供たちの成長であり

そのための教育環境の充実を我々は子供たちに提

、 。供する そのような義務があると考えております

その観点に立ったときには、あるいは保護者の

方々のご意向や地域の方々のご希望に添いかねる

案であっても、提案をして、子供たちのために協

議をする、そのようなことも必要かと考えており

ます。

そうしたことを考えるときには、おっしゃるよ

うな新たな方針というものに関しても、こちらの

ほうでも研究、協議を続けてまいりたい、このよ

うに考えております。

以上です。

〇議長（大瀧次男） これで、原田敏匡議員の質問

を終わります。

ここで、午前11時まで暫時休憩いたします。

午前１０時４９分 休憩

午前１１時００分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎佐藤広政議員

〇議長（大瀧次男） 次は、佐藤広政議員の登壇を

求めます。15番佐藤広政議員。

（15番 佐藤広政議員登壇）

〇15番（佐藤広政） 皆さん、こんにちは。自民ク

ラブ、佐藤広政です。むつ市議会第250回定例会

において、通告に従いまして一般質問を行わせて

いただきます。理事者の皆様には明確な答弁をよ

ろしくお願い申し上げます。３項目６点を質問さ
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せていただきます。

まずは、連日新聞報道されております青森県立

高等学校教育改革推進計画第２期実施計画につい

てでございます。私自身、平成26年から平成27年

までの間、青森県立高等学校将来構想検討会議の

委員として参加しておりました。そのときから一

貫して、下北地方には数の論理での統廃合はあっ

てはならない、また教育環境の弊害は絶対にあっ

てはならないと発信し続けてまいりました。しか

し、その後の会議答申には少しの反映しか見られ

ないまま、その答申を受けて、今回の青森県立高

等学校教育改革推進計画第１期、第２期実施に至

った経緯があります。

私自身も３回の下北地区懇談会に参加させてい

ただきましたが、様々な方から意見や提案が上が

、 、 、り また質問も出ましたが 全く話がかみ合わず

今回の成案を当初のまま発表したことは、県民の

理解と協力の下での県立高等学校教育改革の推進

をうたっているにもかかわらず、このような成案

が発表になったことは、全くもって甚だ遺憾であ

ります。

また、むつ市議会東通村村議会が全会一致で可

決した青森県立大湊高等学校及び青森県立むつ工

業高等学校を対象とした統廃合案の白紙撤回と再

考を求める意見書を青森県教育委員会に提出した

にもかかわらず、正式な返答がいまだにないとい

うことは、市町村議会が市民、村民の総意の下、

意見を全会一致で出しているということを全くな

いがしろにしている行為であり、市町村議会を軽

視し、あまりにも無礼なことではないかと私は感

じております。

様々な考え方、思いはあるとは思われますが、

臨時記者会見等でお話をされてはおりますが、い

ま一度ご所感をお伺いいたします。

質問の１点目、成案を受けての市長、教育長の

所感をお伺いいたします。

２点目、教育現場の受け止めをお伺いいたしま

す。

続きまして、令和３年11月９日に出されました

令和４年度予算編成方針の基本方針内での最重点

項目事項、デジタル化の推進についてお伺いいた

します。国では地方公共団体の基幹業務システム

について、情報システムの迅速な構築と柔軟な拡

張、データ移行や連携の容易性の向上、高度のセ

キュリティー対策導入、サーバー等の共同利用に

よる情報システムに関わるコスト削減を通じて、

デジタルファースト及びワンスオンリーを徹底

し、住民サービスの向上と行政の効率化を図るた

め、基幹業務システムを利用する原則全ての地方

公共団体が目標時期である令和７年度までに、ガ

バメントクラウド上に構築された標準化基準に適

合した基幹業務システムへ移行する統一、標準化

を目指すと令和３年６月18日に閣議決定されまし

た。当市としても移行の準備に取りかかるという

ことであると認識はしておりますが、そこで２点

ご質問させていただきます。

１点目は、令和４年度予算編成におけるむつ市

デジタル推進枠を設けた狙いは。

２点目は、今後どのようにデジタル化を進めて

いくのかお伺いいたします。

続きまして、ＧＩＧＡスクール構想についてお

伺いいたします。本年度内に小学校２年生、来年

度末までに１年生にもタブレットが配付され、い

よいよ本格的なタブレット運用が開始される状況

に近づいてまいりましたが、教員の方々も講習等

を受けて日夜努力をなさっているとは思います

が、運用等で様々な意見や問題の吸い上げを教育

委員会としても行っているとは思われます。

むつ市議会第248回定例会において、佐賀議員

の一般質問に対して、教育長の答弁で、いいもの

だから必ず全ての授業に全部の時間で使えではな

く、必要なときにしっかり使ってください、その
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ように考えておりますとご答弁されておりまし

た。しかし、文部科学省では、2024年にはデジタ

ル教科書100％を目指しております。2024年度中

にデジタル教科書への全面移行には、私自身は疑

問符がつくのですが、かなりタイトなスケジュー

ルになっているのではないかと思われます。いず

れは大学入試がコンピューターで行われる、ＣＢ

Ｔ化される方向に進んでいるのも事実でございま

す。そこで２点お伺いさせていただきます。

１点目は、現時点での問題等は何かをお伺いい

たします。

２点目は、教育現場で今後どのようにＩＣＴ化

を進めていくのかをお伺いします。

以上、３項目６点、ご答弁をよろしくお願いい

たします。

これで壇上からの質問を終わらせていただきま

す。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 佐藤広政議員の青森県立高

等学校教育改革推進計画第２期実施計画について

のご質問の１点目、成案を受けての所感について

お答えいたします。

この計画には、日本や青森県、とりわけ学校の

あるむつ市の未来像が描かれていないこと、その

未来に向けて子供たちの可能性を伸長させるため

にどのような教育が行われるのか、具体的な中身

がないことから、残念ながら改革の名に値しない

計画になったと感じています。

また、計画案の発表からたった４か月で大湊高

等学校とむつ工業高等学校の統合が決定されたこ

とについて、このような事務局の進め方では、い

つまでも青森県の教育に未来はなく、教育に未来

がないということは、青森県そのものの閉塞感も

打ち破ることができないものと感じております。

さらに、今回の計画策定の過程には多くの矛盾

点がありました。県民の理解と協力の下で県立高

校教育改革の推進としておきながら、私たちには

到底理解できない計画が成案となりました。

主体的・対話的で深い学びの項目を挙げておき

ながら、事務局は地域に対して、対話的で深い議

論をしなかったと感じています。これにより、私

たちの地域としての主体性が尊重もされませんで

した。

小規模校や全国募集の取り扱い方、今回これだ

け地域の意見をないがしろにしたことによって、

計画に掲げる家庭・地域等との連携の推進という

こととは程遠く、分断されたような雰囲気すらあ

ることなど、多くの矛盾と深い溝を残す結果とな

ったと感じています。

意見交換会も地区懇談会も中途半端に終わって

いると受け止めていますので、まずはこの計画に

ついて、地域に対して改めてしっかりと説明して

もらう必要があると考えており、県教育委員会事

務局には、地域として、学校支援する体制づくり

について、責任を持って考えるよう求めてまいり

ますので、引き続き議員の皆様のご理解とご協力

を賜りますようお願いいたします。

次に、自治体ＤＸについてのご質問の１点目、

令和４年度予算編成において、むつ市デジタル化

推進枠を設けた狙いについてお答えいたします。

、 、 、 、私は 市長として コロナ禍を通じて 我が国の

もちろんむつ市のデジタルインフラの脆弱性を身

にしみて実感をしています。そのような中、国は

本年６月18日に閣議決定された経済財政運営と改

革の基本方針2021において、ポストコロナの継続

的な成長基盤をつくるための推進力の一つとし

て、官民挙げたデジタル化の加速を掲げており、

本年９月１日にはデジタル社会形成の司令塔とな

るデジタル庁が発足、デジタル田園都市国家構想

の推進を目指しています。こうした国の取組に呼

応する形で新たに設定した予算枠がむつ市デジタ
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ル化推進枠であります。

このむつ市デジタル化推進枠によって、防災、

医療、産業、教育、公共交通などの分野において

市民サービスを圧倒的に向上させ、全世代の市民

の皆様にむつ市での暮らしが豊かになったと実感

していただけるよう取り組んでまいりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、今後どのようにデジタ

ル化を進めていくのかについてお答えいたしま

す。むつ市のデジタル化は、全世代に配慮して進

めてまいります。とりわけ高齢者の方々がその恩

恵を受けられるようにするのが重要と考えており

ます。

また、デジタル化はあくまでも手段であります

ので、より便利な、市民の皆様に優しい、市民の

皆様の笑顔が輝き、希望にあふれる市となるよう

取り組んでまいりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 佐藤広政議員の青森県立高

等学校教育改革推進計画第２期実施計画について

のご質問にお答えいたします。

まず、ご質問の１点目、成案を受けての私の所

感についてでありますが、３月に当地域について

の４つの案が示されてから、その後具体的な相互

比較もなく、７月７日に大湊高等学校とむつ工業

高等学校を統合する案が示され、その後３回開催

された地区懇談会においても、私を含めた多くの

参加者から様々な意見や質問があったにもかかわ

らず、１つに絞った経緯についての説明がいまだ

なされておりません。このような状況のまま４か

月が経過し、現時点においては、最終的に決定さ

れた成案が子供たちの未来への制約となってしま

うことを強く懸念しております。

今後は、青森県教育委員会に対し、承認された

計画の具体的な教育課程等の協議等の場を早急に

設置していただくよう強く要望する等、子供たち

の可能性を最大限保障するため、全力を尽くして

まいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

今回の統合案では、令和９年度に入学する生徒

から統合校で学ぶことになり、現在の小学校４年

生の児童がその対象となります。統合校の学科構

成の検討や新校舎の建設等を考えますと、今後の

スケジュールといたしましては、それほど余裕が

あるとは言えない状況にあります。

青森県教育委員会では、具体的な学校の在り方

等は、今後設置される開設準備委員会で協議する

としており、現時点では残念ながら明確なビジョ

ンが見えないと感じております。他の地域での開

設準備委員会では、当該地区の教育長も委員とな

っているのが通例のようでありますので、当地区

における新設校の開設準備委員会が設置され、私

もその委員となるのであれば、その場において発

言させていただきたいと考えております。

次に、ご質問の２点目、教育現場の受け止めに

。 、ついてお答えいたします 今回の計画決定を受け

市内の小・中学校の先生方からは、どのような方

向に進むことになっても、子供たちのために最善

を尽くして指導していくつもりであるとのご意見

をいただいております。

むつ市教育委員会といたしましては、子供たち

の未来のために、よりよい教育改革となるよう青

森県教育委員会に対して強く求めてまいりたいと

考えております。

次に、ＧＩＧＡスクール構想についてのご質問

の１点目、現時点での問題点等についてでありま

すが、現在教育委員会において認識している課題

といたしましては、研修の実施及びその内容につ

いてが挙げられます。昨年度の冬季休業中に引き

続き、今年度も夏季休業中に、各学校の教職員に

対し、２回のタブレットの操作研修を実施いたし
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ましたが、開催日程の都合もあり、全ての教職員

の方々が受講できたわけではありません。また、

その内容についても、授業におけるＩＣＴの効果

的な活用について、より一層充実を図る必要があ

ると考えられます。

さらに、現在市内全ての学校において、普通教

室及び特別支援教室にはネットワーク環境が整備

されておりますが、理科室等の特別教室や体育館

等では未整備となっていることから、タブレット

の動画等を活用した授業ができないといったご意

見も教育現場から寄せられております。

〇議長（大瀧次男） 15番。

（ ） 。〇15番 佐藤広政 ご答弁ありがとうございます

、 。それでは 順序よく再質問をさせていただきます

青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施

計画についてですが、先ほどご答弁いただきまし

た所感をいただきましたように、市長、教育長の

、 、おっしゃられることは 私も全く同じ考えであり

今回のガス抜きのような意見交換会を実施して、

その意見が全く反映されない成案が発表されたこ

とに対して、怒りを通り越して、ただただあきれ

るばかりでございます。統合が嫌だと言っている

わけではなく、もっと地域での議論をさせてもら

いたかったということだと思っております。

、 、基本的には学校は生徒のためにあり 夢を描き

それに対して切磋琢磨する場所でございます。し

かし、それを実現するには、地域や父兄の協力が

なければ成り立たないのも現実だと思っておりま

す。それを踏まえた上での今回の成案の決定なの

か、県教育委員会事務局の一連の会議の運び方に

は全く納得いかないものでございます。

11月30日の今青森県議会においてですが、県の

教育長の答弁の中に、開設準備室には当該地域の

教育長も委員に入っていただくようなお話があり

ました。開設準備室にぜひ教育長も参加していた

だき、下北の子供たちの未来に向けたビジョンの

確立にご尽力いただけますよう切にお願い申し上

げます。

そこで市長にお伺いいたしたいと思います。こ

の成案を最終的に決定した教育委員に対してどの

ような思いがあるのか、そして今後期待すること

は何かをお尋ねいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

委員への思いということでありますけれども、

実はこの成案というか、発表の前に、青森県教育

委員会の委員の皆様お一人お一人と、私たちの考

え方ということについて議論を交わさせていただ

きました。その中で、委員の皆さんは、大変地域

のことを、むつ市、下北のことを深く理解され、

そしてかなり統合の問題について関心が高く、さ

らにはそれぞれの現場を持たれている方々でした

から、それぞれの見識の中から独自の見解をお持

ちの方々ばかりでありました。私たちの言ってい

ることにも一定の理解は示していただいたのです

が、残念ながら全体の流れの話、過去からの経緯

ですとか、というところで成案が覆らなかったと

いうことだと理解をしています。ですから、教育

委員の皆様方への思いということでいくと、私は

一人一人とお話ができたことによって、今現状信

頼関係が構築されつつあるというふうに思ってい

ます。

ですから、この後の期待ということでいきます

と、私たちはまだこれで終わりだと思っていませ

ん。統合に反対するとかなんとかということでは

なくて、子供たちのためにいい学校をやっぱりつ

くっていかなければいけないということだと思っ

ていますので、そのためには教育委員の皆さんお

一人お一人の、５名ですか、６名ですか……５名

の方々だったと思いますが、お一人お一人のお力

をお借りして、むつ下北にすばらしい高等学校が

できるようにしっかりと取り組んでいくというこ
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とだと考えてございます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。この

教育改革、先ほど市長におっしゃっていただいた

ように、学校というものをきっちりとした形で地

域やみんなで支えていくということは、私たち大

人でなければできないということになっておりま

す。ぜひ子供たちが未来をしっかり描けるような

形で、私たちもみんなで努力していかなければな

らないと。諦めたわけではないという先ほどの市

長の言葉、本当に私たちもそのように思っており

ますので、ぜひとも一緒に頑張っていきたいなと

思っております。

それでは、続きまして教育現場の受け止めなの

ですが、戸惑っているというのが現実ではないの

かなと思ってはおりますが、先ほどの教育長のお

話の中にも、答弁の中にもありましたが、かなり

タイトなスケジュールになるということですの

で、教育現場の職員の皆様の言葉でいただいたよ

うに、どんな状態でも最善を尽くすという力強い

ご答弁をいただきました。何とぞ子供たちのため

にスピード感を持って対処していただきますよ

う、お願いと要望をさせていただきます。

続きまして、自治体ＤＸに関してなのですが、

令和４年度予算編成におけるむつ市のデジタル推

進枠ということの狙いについてでありますが、国

が推し進めるデジタル化ではありますが、自治体

のデジタル化はデジタルプラスでなければならな

いと思います。持続可能な住民の生活保障や自治

を、デジタル技術とネットワークを利用して、よ

り豊かなものにするというのが趣旨であると思い

ます。

情報システム間を連携するプラットフォーム

は、住民が自治の担い手として、自治体に意見や

苦情を述べたり、住民の間で提案を組織したり、

そのために必要となる情報を提供したりする機能

も持つべきだと思います。オンライン化は、対面

窓口の削減ではなく、住民の多面的なニーズを反

映すべく、対面窓口の高機能化につなげるべきと

考えます。ぜひ様々な意見や事業提携を募って、

現実に向けていただきたいと思っております。

続きまして、今後どのようにデジタル化を進め

ていくかですが、ご答弁いただいた中で、国が示

した自治体ＤＸの中で、６項目のうち３項目は既

にやっているのではないかと思っておりますが、

その中で、これからに対して、再質問させていた

だきますが、単にデジタル化するだけではなく、

デジタル化しながら行政サービスの向上をさせる

取組でなければならないと思います。

先ほども答弁の中にありましたように、特に高

齢者にとって優しいデジタル化が必要になると思

、 、われますが その点はどのように進めていくのか

また予算規模等はどの程度でお考えしているの

か、現時点で分かればお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 総務部長。

〇総務部長（吉田 真） お答えいたします。

まず、行政サービスを向上させるデジタル化及

び高齢者に優しいデジタル化はどのように進めて

いくのかについてお答えいたします。デジタル化

を進める上で、行政サービスの利便性の向上を図

ること、またご高齢の方はもちろん、デジタルを

苦手とする方、不慣れな方でも利用しやすいよう

な、利用される方の目線で、利用される方に優し

い行政サービスのデジタル化を進めることは大変

重要なことと認識しております。

誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化の

実現のため、今後調査研究してまいりたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 財務部長。

〇財務部長（吉田和久） 私からは、むつ市デジタ

ル化推進枠の予算規模についてお答えいたしま

す。
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むつ市デジタル化推進枠については、予算規模

に定めのほうはございません。現在令和４年度予

算編成におきまして事業を募っている段階でござ

います。今後事業内容を精査し、また国において

創設が予定されておりますデジタル田園都市国家

構想推進交付金など、活用可能な財源を最大限生

かし、むつ市のデジタル化推進事業を構築してま

いりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。予算

規模や方針等は理解はできましたが、予算だけで

はなく、例えばこのような事業を展開するのであ

れば、市の組織としても、現在の担当部署である

行政改革推進課だけではなく、仮称ではあります

が、デジタル推進課とか自治体ＤＸ課などといっ

たものに改称または新設をして、専門官やデジタ

ルに精通した部外人材の登用や、またデジタルに

特化した採用枠をして、どの自治体よりも早く進

めることが大事ではないのかなと思っておりま

す。要望ではございますが、ぜひともご検討して

いただけますようお願いいたします。

ぜひ早い段階で目指していただき、地方に住ん

でいても、市民全てがデジタルの恩恵を受け、豊

かな生活を送ることのできるデジタル田園都市を

目指していただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。

続きまして、３項目めの現時点での問題点等に

ついてでございますが、研修の実施についての問

題点がありましたが、それよりも理科室等の特別

教室や体育館等は未整備というご回答を、ご答弁

をいただきました。これには私も、調査をいたし

ましたが、正直びっくりいたしました。学校内の

Ｗi―Ｆi整備ということは、単純に校内どこでも

ということと解釈しておりました。

また、令和３年３月10日の総務教育常任委員会

所管事務調査においての報告でも、普通教室、特

別支援教室、職員室においてＷi―Ｆi環境を整備

する事業と報告を受けておりました。体育館、特

別教室も授業する場であります。やはり校内どこ

でもタブレットに接続できる環境は必要だと思い

ます。

そこで再質問をさせていただきます。体育館や

特別教室のＷi―Ｆi環境整備事業の予定がお分か

りになればお知らせください。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

ネットワークが未整備となっている特別教室や

体育館におけるタブレットの使用目的並びにその

頻度等に関し、しっかりと確認、検証し、その上

でどのようなネットワーク環境が必要なのかにつ

いて調査研究してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

（ ） 。 、〇15番 佐藤広政 ありがとうございます ただ

先ほども問題点として、現場の教員の方からの切

望でもあります。また、予算の関係等、大変では

あるかとは思いますが、児童・生徒の授業にも影

響も考えられるとあります。

また、先日のいじめ防止宣言フォーラムにおい

ても、臨時で体育館に接続環境を構築したとお聞

きしました。接続環境をつくることによって、体

育館でタブレットを活用した授業ができるという

ことが実証されたのではないかと思います。ぜひ

ともできる限り早い対応を要望させていただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。

続きまして、教育現場での今後に対してでござ

いますが、デジタル教科書の2024年全面移行とい

うことで最終日を切られたわけですが、研修会等

での指導力の向上に努めるとご答弁をいただきま

した。研修会に対して、その内容を再質問させて

いただきます。その研修会内容は、どのような内

容のものをいつどのように実施するお考えでしょ
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うか、お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） まず、私どもの授業におけ

るＩＣＴに関するスタンスに関してお話をさせて

いただきたいと思います。

子供たちにタブレット端末が配備され、教員に

はデジタル教科書を含めた授業におけるＩＣＴの

活用がこれまで以上に求められております。教員

によるＩＣＴの効果的な活用は、学習内容を分か

りやすく説明することや児童・生徒が授業への興

味関心を高めたりすること等につながり、これら

によって指導の効果をより一層高められるように

していくことが大切だと考えております。この意

味におきまして、ＩＣＴは既に私どもの身の回り

にあり、子供たちが社会に出るときには必須アイ

テムとなっていることが想定されます。そして、

教育的価値も非常に高いものであると認識してお

ります。

、 、ご質問の中にありましたとおり 前回の答弁で

全ての授業に全部の時間で使えではないというふ

うな表現がありました。説明不足を恥じておりま

す。私どもは、教科書を教えるのではなく教科書

で教える、そのように考えております。ＩＣＴは

非常に有用なツールですけれども、教科書であれ

ＩＣＴであれ、そこから課題を児童・生徒が見い

だし、教科書、そしてタブレットを離れて自分で

探求をしたり話合いをしたり、そのような授業展

開等も考えられるところから、全ての授業で最初

から最後まで使う、そのようなものではない、そ

のような意味で申し上げた次第ですので、この場

を借りて補足させていただきたいと考えておりま

した。

ご質問ありました研修の具体的な内容ですけれ

ども、毎年これまでもＩＣＴに関する講座を実施

しておりました。来年度はタブレット端末に関す

る内容に変更して、授業での具体的な活用方法に

ついて研修を行う予定としております。また、希

望する学校に対してＩＣＴ担当指導主事を派遣し

て、教員に対する指導法の研修会を開催すること

も可能としております。

教育委員会といたしましては、ＩＣＴを活用し

た学習の充実がより一層図られるように、常に最

新の動向を注視しながら対応してまいりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 15番。

〇15番（佐藤広政） ありがとうございます。先ほ

ど答弁の中にありましたように、教科書を教える

のではないという、ただツールという形になると

いうこと自体が本当に私もそのように思っており

ますが、いかんせん国で決めることには逆らうこ

とができないので、デジタル教科書ということを

切られてしまったということ自体がまだまだこれ

から問題があるのではないかなと思っております

ので、先ほど壇上の上でも疑問符という言葉をつ

。 。けさせていただきました ありがとうございます

もうタブレットに関しては、これからは文房具

と同じような扱いという感覚になるまで発展して

いくのではないかと私は思っております。ただ、

現場の教員の方々は、タブレットを活用しての新

しい教育に一生懸命取り組んでいらっしゃると思

いますので、しっかりと教育委員会でもサポート

をしていただけるよう切にお願いを申し上げま

す。

最後に、デジタルトランスフォーメーション、

ガバメントクラウド、ＲＰＡと聞き慣れない横文

字がじゅうりんしておりますが、市民生活、そし

て教育にもＩＣＴ化の波が押し寄せております。

いずれにしても、双方に共通してあってはならな

いのは、取りこぼすということではないかと思い

ます。ぜひしっかりとしたきめ細かな対応をして

いただくようお願いを申し上げます。

最後に、エイブラハム・リンカーンの言葉で一
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般質問を終了させていただきます 「意思あると。

ころに道は開ける 。ありがとうございました。」

〇議長（大瀧次男） これで、佐藤広政議員の質問

を終わります。

ここで、昼食のため午後１時まで休憩いたしま

す。

午前１１時３６分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎斉藤孝昭議員

〇議長（大瀧次男） 次は、斉藤孝昭議員の登壇を

求めます。７番斉藤孝昭議員。

（７番 斉藤孝昭議員登壇）

（ ） 、〇７番 斉藤孝昭 今何が必要なのか見極める力

職員を素早く動かせる力、そして市民と価値観を

共有する力、科学的根拠を認める、科学的根拠を

疑わない、これがコロナ禍において市長が取った

考えまたは行動ではないでしょうか。

昨年と同様に、今年もコロナ禍での行政運営と

なりました。医療体制の確保、経済対策、ワクチ

ンの大規模集団接種、災害対応等、市長をはじめ

とする職員の皆様の仕事ぶりに頭が下がります。

とかく市長だから当たり前、職員だから当たり前

と言われることがありますが、当たり前とはそう

あるべきこと、そうすべきこと、またそのさまと

説明されます。つまりこの局面で当たり前という

評価をいただいたとすれば、本望を遂げた１年で

あったのではないかと考えます。

そして、新しい年が一人でも多くの市民の皆様

が幸せで過ごせるよう、市長並びに職員の皆様に

は引き続き粉骨砕身の努力をお願い申し上げ、む

つ市議会第250回定例会に当たり、一般質問をさ

せていただきます。今回の質問は、高等教育機関

の現状と課題について、人口減少と地方創生につ

いて、観光行政についての３点であります。

初めに、高等教育機関の現状と課題についてお

尋ねいたします。悲願でありましたむつ下北地域

への高等教育機関の設置は、この地域の将来に大

、 、きな変化を与えるきっかけとなり その行方には

行政だけでなく地域も期待を寄せているところで

あります。

まず、昨年４月に開校した青森明の星短期大学

下北キャンパスからは、来年の春に初めての卒業

生を送り出すことになりますが、学生の進路がど

のようになっているのか、大学と地域及びむつ市

との関係はどうなのか、市民の皆様にももっと知

っていただくことが必要ではないかと考えます。

また、開校から今日までの行政と大学の関わり

や今後の連携、さらには将来構想など、青森明の

星短期大学下北キャンパスと市の関係での現状と

課題についてお聞きいたします。

次に、青森大学むつキャンパスについてであり

ます。青森大学むつキャンパスは来春開校となり

ますが、現在その日を迎えるため、下北文化会館

の改修工事を急ピッチで進めている状況と思いま

す。開校に向けての準備や行政の協力体制、むつ

キャンパスの志願状況や大学側の構想など、気に

なるところですが、むつ市が関われる範囲の中で

の青森大学むつキャンパスの現況及び開校以降の

連携についてお尋ねいたします。

、 。次に 人口減少と地方創生についてであります

我が国における少子高齢化や人口減少が進む中

で、政府主導による地方の活性化を目指すまち・

ひと・しごと創生法が2014年に施行されました。

そして、その目標は、今日もＮＨＫのニュースで

やっておりましたが、東京一極集中の是正、地方

財政及び行政サービスの安定、地方産業の強化と

大きく３つに分けられます。このことを受けて、
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当市では平成29年３月にむつ市総合経営計画を策

定し、10年後の将来像に向けて事業や施策が実施

中であります。

今回の質問は、地方創生の中で人口減少に絞っ

ての内容となりますが、計画策定から５年目を経

過することを受けて、これまでの事業や施策の効

果、または社会環境の変化が計画に与えた影響も

勘案した現状がどのようなのかお聞きいたしま

す。

少子化傾向が続くと、人口減少が加速度的に進

行すると言われています。そのため、少子化対策

は国・県・地方自治体が一体となった取組と地方

自治体が地域に合った独自の取組に分けられ、実

施に至っています。むつ市でも、国・県の施策と

ともに独自策による施策を進めていますが、効果

はどのようになっているのか、出生数または出生

率の推移についてのご所見をお伺いいたします。

むつ市総合経営計画の効果の検証をする上での

人口動態統計が参考になります。人口は多くの要

因によって変化しますが、その変化の要因は、出

生、死亡による自然増減、転入、転出による社会

増減、さらには結婚、離婚による変化があり、そ

の統計はまちづくりの基礎的資料となることか

ら、今後取り組まなければならない施策や事業の

立案やそのきっかけとなるため、非常に重要と考

えられることから、人口動態の予測と現状の違い

について所見をお伺いいたします。

また、以上２点を踏まえた上で、人口減少と地

方創生について、今後少子高齢化の対策をどのよ

うに進めるのかをお聞きいたします。

最後は、観光行政についてです。一般社団法人

夜景観光コンベンション・ビューローでは、本年

10月、夜景サミットｉｎむつ、第12回日本夜景サ

ミット＆第６回全国名月サミットｉｎむつをオン

デマンドで開催となりました。この合同開催は史

上初となるため、リアル開催を望む声もありまし

たが、残念ながら、コロナ禍ということもあり、

オンラインと相なりました。準備から開催までご

尽力されたむつ商工会議所の皆様、市内の各企業

の皆様、さらには市長はじめ市職員の皆様は、無

念の極みであったと推察いたします。

さて、去る11月19日、長崎県で行われた世界夜

景サミットへ市長が出席し、むつ市の夜景を世界

に向けてプレゼンテーションしたことはすばらし

いことですし、そのときの状況や反応がどうだっ

たのか、気になっているのは私だけでしょうか。

そこで、世界夜景サミットでのむつ市の立ち位

置と夜景を観光資源として活用する考えについて

ご所見をお伺いいたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 斉藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、高等教育機関の現状と課題についてのご

質問並びに人口減少と地方創生についてのご質問

の１点目及び２点目につきましては、担当部長か

らの答弁とさせていただきます。

次に、人口減少と地方創生についてのご質問の

３点目、今後少子高齢化の対策をどのように進め

るのかについてお答えいたします。少子高齢化対

策を含めた人口減少対策につきましては、むつ市

まち・ひと・しごと創生総合戦略において４つの

基本目標を定め、各施策を展開し、取り組んでお

ります。

まず、少子化対策につきましては、安心して子

供を産み育てることができる環境づくりが重要で

あることから、例えば待機児童の解消に向けて、

民間保育所等施設整備事業による園舎の整備並び

にゼロ歳児及び１歳児の受入れ拡充等の取組を進

め、平成29年度は11月時点で待機児童が25人おり

ましたが、令和３年度は４月から11月まで待機児
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、 。童はなくゼロとして 大幅に改善をしております

また、むつ市独自の不妊治療費助成を平成30年

度から実施しており、令和３年11月末までの利用

件数は、一般不妊治療と特定不妊治療を合わせて

延べ125件となっております。

このほか むつ市版ネウボラの実現のため Ｓ、 、「

ｍｉｌｅ Ｋｉｄｓ Ｏｆｆｉｃｅにっこりっ

こ」を開設し、保健サービスや子育てサービスを

体系的に提供する体制を整えるなど、併走型の子

育て支援の充実を目指しております。

また、高齢化対策につきましては、高齢者が住

み慣れた地域で安心して暮らし続けられることが

重要なことから、地域で高齢者を見守る取組を進

め、認知症サポート事業所等認定事業は45団体、

高齢者等見守りネットワーク事業は113事業者に

ご協力をいただいております。

その他地域包括ケアシステムを推進するととも

に、介護が必要な状態に陥らないための支援を市

民との協働により実施しているほか、在宅生活を

支援する各種サービス等の提供と併せ、地域全体

で高齢者を支える取組を推進しております。

今後も地域の宝である子供たちが希望を持って

成長していけるように、また高齢者の方々も安心

して笑顔で生活できるように、様々なライフステ

ージに対応した切れ目のない支援、施策の実施に

努めてまいりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

次に、観光行政についてのご質問、世界夜景サ

ミットでのむつ市の立ち位置と夜景を観光資源と

して活用する考えについて所見を伺うについてお

答えいたします。市では、釜臥山展望台から望む

夜景につきましては、宿泊や飲食を伴う滞在型観

光コンテンツとして、市の経済へ与える効果が大

きいと認識しております。

今年10月にオンラインでの開催となりました日

本夜景サミット及び日本名月サミットｉｎむつに

向けた活動の中では、むつ商工会議所を中心とし

た民間の団体の皆様と連携し、釜臥山展望台から

望む夜景を「光のアゲハチョウ」と称し、様々な

取組やイベントを行い、市民の皆様の夜景観光に

対する機運の醸成や国内の誘客に向けた観光プロ

モーションを実施しております。

また、むつ市景観条例の制定や地方再生コンパ

クトシティ事業では 「アゲハかがやくまちづく、

り」をテーマに、計画的にまちづくりを進めてい

るほか、釜臥山展望台の改修等の夜景を見る環境

を計画的に整備する等、夜景観光に関わる事業を

官民連携し、複層的に進めてまいりました。

今回長崎市で開催されました世界夜景サミット

では、日本の夜景を代表して唯一むつ市の夜景を

紹介するチャンスがありました。各国の大使が各

国の夜景ビジネスを紹介する中で、私はむつ市の

夜景を背景に、フリードリヒ・ニーチェの言葉を

引用し、日本の夜景の哲学的位置づけを述べ、む

つ市と日本の夜景のコンセプトを紹介いたしまし

た。

今後は、県内だけでなく、広く国内、海外から

も誘客することができるよう、光のアゲハチョウ

が世界に誇れる夜景であることをＰＲすべく、む

つ市民の皆様と一体となり事業を推進してまいり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） 高等教育機関の現状

と課題についてのご質問の１点目、青森明の星短

期大学下北キャンパスと市の関係の現状と課題に

ついてお答えいたします。

まず、青森明の星短期大学下北キャンパスの学

生の状況でありますが、１年生15名、２年生17名

の合計32名が在学し、卒業予定者の進路につきま

しては、現在就職活動中と伺っておりますが、希

望する方全てがむつ下北地域に就職できる環境を

整えること、それを毎年継続していくことが大き
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な課題であると認識をしております。

市といたしましては、むつ商工会議所やむつ下

、 、北未来創造協議会などと連携を図り 地域で学び

地域で働く環境の創出に努めてまいります。

なお、来年度の入学希望者につきましては、大

学より公表されておりませんので、ご理解を賜り

たいと存じます。

次に、ご質問の２点目、青森大学むつキャンパ

スの現況及び開校以降の連携についてお答えいた

します。青森大学むつキャンパスの入学予定者の

状況につきましては、大学から公表されておりま

せんが、市といたしましては、11月25日に発行い

たしました広報むつ12月号に「学びのヨロコビ前

進！」と題した特集記事を掲載し、機運の醸成を

図るほか、入学試験会場として市役所庁舎を貸出

しするなどの支援を行っており、目標としている

20名の入学を期待しているところでございます。

今後におきましても、入学希望者が殺到するよ

うな人気大学となるよう、青森大学とともに魅力

あるキャンパスづくりに取り組んでまいります。

また、開校以降の連携についてでありますが、

市内にキャンパスを有する青森大学、青森明の星

短期大学、サテライトキャンパスを展開する弘前

大学、青森中央学院大学に加え、むつ商工会議所

を中心とした産業界や市内に所在する４研究機関

を加えた産・学・官の連携により、新たなまちづ

くりを推進してまいりたいと考えております。

次に、人口減少と地方創生についてのご質問の

１点目、出生数または出生率の推移についての所

見についてお答えいたします。むつ市の出生数で

、 、 、ありますが 過去３年間では 平成30年が341人

令和元年が310人、令和２年が286人と減少傾向に

あり、少子化問題は非常に難しい課題であると認

識をしております。

次に、ご質問の２点目、人口動態の予測と現状

の違いについての所見についてお答えいたしま

す。令和２年３月に策定しましたむつ市人口ビジ

ョン改定版では、2020年の当市の人口を５万

5,598人と推計しておりましたが、2020年の国勢

調査では５万4,103人となり、1,495人減少してお

ります。

現在令和２年度から令和６年度までを期間とす

る第２期むつ市まち・ひと・しごと創生総合戦略

を策定し、人口減少の克服と地方創生に取り組ん

でおりますが、人口減少数は推計値を上回る厳し

い結果であると認識をしております。

一方、まち・ひと・しごと創生総合戦略策定時

にはなかった下北地域初となる４年制大学、青森

大学むつキャンパスの誘致など、明るい話題も生

まれております。

市といたしましては、今後発表される国勢調査

の詳細なデータにより人口減少の分析を進めると

ともに、これまでの事業の検証を行い、来年９月

に策定予定のむつ市総合経営計画後期計画に反映

をさせてまいりたいと考えております。

〇議長（大瀧次男） ７番。

（ ） 。〇７番 斉藤孝昭 答弁ありがとうございました

高等教育機関の現状と課題について再質問させ

ていただきます。企画政策部長の話でもありまし

たが、広報むつ12月号にタイミングよく、青森明

の星短大の長谷川学長、青森大学の金井学長、そ

してむつ商工会議所の内田会頭、さらに市長の４

者で対談したという内容が掲載されていました

が、一応読みましたけれども、掲載されていない

、 、ことで いろんな話をされたと思いますけれども

その中で市長が印象に残っているやり取りがもし

ありましたらご紹介願いたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

印象に残っているやり取りというか、私自身が

両大学の学長さんたちとお話をさせていただいた

のは、やはりそれぞれの大学にそれぞれ目標を持
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。 、って入学する学生さんたちはいると ただ一方で

高等教育機関がこうして２校そろったということ

は、もっと学際的な取組をしたいと。つまり両校

の連携ですとか、あるいはむつ市内にもＪＡＭＳ

ＴＥＣをはじめ国の研究機関も点在していますの

で、そうしたところと連携を深めて、より高いレ

ベルでの発信ができないかということで考えてい

。 、ます 例えば新しい学問の研究を始めるですとか

それについて成果を出して発表していくですと

か、そういうことができるのではないか、その可

能性があるのではないかということを少しお話を

させていただいています。それは必ずしも学生だ

けがメインになるのではなくて、両校の先生方、

そして研究機関の研究者の皆さん、そして多くの

市民の皆様を取り込みながらそうした取組ができ

ることを私は期待しているというふうにお伝えを

させていただいております。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） せっかく２校が開設されると

いうことで、当然連携も模索するべきだというふ

うに思っていますが、行政の仕事として、役割と

して、やはりその２校の橋渡しをぜひ積極的にや

ってほしいなというふうに思いますし、市長が今

おっしゃった地域とともにというふうなフレーズ

もぜひそこに付け加えていただいて、みんなで高

等教育機関を盛り上げていこうというふうな雰囲

気を醸成するのもきっと我々の仕事だなというふ

うに思っていますので、ぜひそれもお願いしたい

と思います。

両校の志望者数の話は公表できないということ

でありましたが、私が考えているのは、志願者を

たくさん増やすことの要件に出口戦略があるだろ

うなと思っていまして、大学に入ったのはいいの

ですけれども、勤め先がないというふうなことに

ならないように、やはり出口の受皿も、我々、行

政または地域で確保していったり参考にしていく

というふうなことも必要だというふうに思ってい

、 、ますが 産・学・官と言ったらいいのでしょうか

その協力体制ですけれども、どういうふうに考え

ているのか、お答えをお願いします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

出口戦略が大事だということは、まさにそのと

おりでありまして、今回の高等教育機関の誘致に

合わせて、市内の各事業者の皆さんにむつ下北未

来創造協議会というものをつくっていただいてい

ます。そこには市を代表する70社が加盟しており

まして、このむつ下北未来創造協議会が両大学の

バックアップに今当たっていただいています。こ

れがすなわち学生たちの就職先にも直結する大き

な流れ、出口戦略になってくれていると私として

は認識しておりますので、むつ下北未来創造協議

会とも連携をしながら、子供たちの未来を私たち

も応援していきたいと、このように考えてござい

ます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） いい感じでまとまったのです

けれども、１点だけ、すみません。学校経営に結

びつくことなので、議会に取り上げる話題ではな

いのですけれども、こんな話を市民の皆、皆さん

というか、一部からだと思うのですけれども、聞

かされたことがありまして、青森明の星短大が本

校に通う回数が多くて、ここでの授業が少ないの

ではないかと。ということは、せっかくのキャン

パスを設置しているわけですから、ここでの授業

をもっと充実するべき、条件もやっぱり、行政側

から提案することができるのであればというふう

な話ですけれども、あくまでも経営に関わる、学

校の都合とか事情に関わることなので、議会で取

り上げることではないのは十分分かっています

が、そういうところも改善を少しずつしながら、

我々が盛り上げていく必要があると私は考えてい



- 38 -

ますが、市長はどういうふうに思うでしょうか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、青森明の星短大については、一部は青森

。 、のほうで授業を行っていると 残りはむつ市内で

オンラインも含めて行っているということのよう

でありますが、まず青森に行くということは、確

かに時間的にも負担があるのですけれども、こち

らはバスの手配等で私たちとしても応援をして、

これがスムーズにいくように取り計らっていると

いう状況でありますし、私としても、オンライン

がこれだけ常識的になったコロナ禍、コロナ明け

ということでありますので、なお一層むつ市内で

オンラインも含めて学ぶ機会が増えていくことに

は大いに期待しておりますし、またその後押しも

していきたいと考えてございます。

一方で、来年開学する予定の青森大学について

は、基本的にむつ市内で授業が完結するというふ

うにも伺っておりますので、もちろん青森で勉強

することも選択できますし、青森大学は東京でも

キャンパスがありますので、東京でも勉強ができ

るということもありますけれども、基本的にはむ

つ市内で学びが完結するというふうなことも伺っ

ておりますので、そうした中で、学生たちが両大

学、短大を選んでいただけることに期待をしてお

ります。

以上です。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） ぜひ魅力ある学校になること

を我々も応援したいというふうに思います。

次は、人口減少と地方創生についてです。市長

は、様々な施策または事業をしながら、子育て支

援、または出生率の向上等々、努力はしているの

は十分分かっていますが、それでもなおかつなか

なか歯止めがかからないということは、具体的に

どんな理由があると思っていますか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、人口減少がなぜ起こっているかという原

因の分析でありますけれども、大きく分けて、人

口減少は、社会減と言われるものと、それから自

然減と言われるものに分けられます。社会減とい

うのは、転入してくる人と転出していく人の差で

す。自然減というのは、生まれてくる子供と亡く

なる方の数の差ということになります。

むつ市の場合、社会減のほうは、ほとんどこの

10年間変わっておりません。マイナスでいくと、

大体400人ぐらいマイナスの状態がずっと続いて

いるということですから、社会減というところに

変化はないのです。ただ一方で、これだけ急激に

人口減少が進んでいる主な原因は、やはり自然減

というところにありまして、つまり多くの人たち

が亡くなるのにもかかわらず、子供たちがそれほ

ど生まれないというのがむつ市の人口減少の主な

要因であるというふうに私たちとしては分析をし

ています。

例えばですけれども、2001年の時点では、20年

前になるのですか 出生数が639人 死亡者が611人、 、

、 、 。で 人口が28人増えています 2001年の時点では

ところが、2018年、手元にあるデータで一番新し

いのが2018年の時点では、出生数が341人。です

から、2001年の水準からいくと、半分まではいか

ないですけれども、半分近く減っていると。一方

、で死亡者数が819人ということになっていまして

2001年から比べると200人以上増えているという

ような状況があって、自然減という部分ではマイ

ナス478人ということになっていますので、この

自然減が大きく影響して人口が減り続けていると

いうのがむつ市の現状でございます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） 子供を増やすというふうな施

策についてですけれども、いろんなことをしてで
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も、先ほども言いましたが、なかなか効果が現れ

ないというふうなことになっています。ただ、や

ろうとしていることは、できるだけその割合を少

なく保とうというふうなことの施策と思います

が、逆に増やそうということを考えるべきだなと

いうふうに思っています。

全国各地このことで困っているのは十分承知し

、 、 、ていますが 地域というよりも 地区によっては

転入、転出に伴って子供がすごく増えたりとか、

人数が増えて小学校を新しく建て直さないと駄目

だとか、分割しないと駄目だとかといういい悩み

を抱えている地区または地域も都会のほうにはあ

ると聞いています。

そのことを参考にすると、人口を増やすためと

いうよりも、子育てをしやすい条件を行政がやは

りつくっていくことが必要で、例えば具体的に言

うと、お金があればの話ですけれども、子供にか

かるお金を、俗に言うゼロにする、例えば買物す

る場所がたくさんまちにある、青森とか八戸とか

下田に行かなくてもむつで買物できる、あとは遊

ぶところがあるというふうな条件がどんどんそろ

っていくと、子育てしやすいまちだねということ

になって、産むのかは別として、移動してくる方

もきっといらっしゃるだろうというふうに思いま

す。ただ、それをみんな全国共通にできることで

、 、はなくて やはり地域の事情があるわけですから

それをどうやってうまく望むところに近づけてい

くかというまちづくりが非常に大事だというふう

に私は考えています。

午前中の同僚議員の質問でもありましたけれど

も、やはり人口が減っていくというよりも、子供

が減っていくことによって、学校運営にも影響を

与えますし、当然地域の魅力といいますか、にぎ

わいにも影響していくと思いますし、さらには将

来のむつ市の行政運営にも影響するのではないか

というふうな大きい話題になりますので、今から

みんなで知恵を絞って、何をやればいいかという

ことを本気で考えていくべきだなというふうに思

います。具体的にはここではちょっと言葉に表せ

ませんが、やはりそういう考え方を一人一人が思

うようになる行政運営、またはそれを誘導するよ

うな施策が行政には求められるというふうに私は

思いますが、ちょっと長々言ってしまいましたけ

れども、市長はどういうふうに感じていますか。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 少子化対策に対する総合的

な行政運営の考え方ということのご質問だと受け

止めています。

まず、斉藤議員が例に挙げた、ある自治体では

子供たちが増えて学校を分割しなければいけない

というような悩みがあると、それはいい悩みだと

いうふうにおっしゃっておりましたが、そういう

自治体は確かにあるのですが、その自治体だけで

少子化というか、歯止めがかかっているだけで、

恐らく少子化の問題は、私自身は、国全体の大き

な問題だと思っています。国全体で少子化してい

、 、ますから たまたまその一地域に偏在するだけで

自分たちの地域だけよければいいということであ

ればそれもあると思いますが、まず私の基本的な

認識としては、少子化というのは国全体の課題で

あると。

その上で国全体でやらなければいけないのは、

子育ての負担の軽減だというふうに思っていま

す。これは、あらゆる負担の軽減だと思っていま

す。医療費も含めて、それから学校の経費も含め

て、様々なところで負担の軽減が必要だと。それ

はなぜならば、自分も親として思うのは、自分の

子供がという意味ではないですけれども、やっぱ

り子供を産むとか子供を育てるということが今負

担になっているのです。親にとっても負担になっ

ているし、社会全体にとっても何か負担だという

ような暗い見通ししかないのです。恐らく昭和の
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初期の時代とかまだまだ、言い方が悪いですが、

子供が労働者としても扱われるような、そういう

時代だとすれば、子供をたくさん産んだほうが自

分たちもハッピーになるし、世の中もハッピーに

なるというふうな見通しがあったのです。あった

と思うのです。ところが、今は全然そうではなく

て、親にしてみても、社会にしてみても、親は家

計の負担になる、社会全体にすれば財政の負担に

なるというような、そういうような空気があるの

で、これはいかん。やっぱり国全体として、まず

子供、子育ての負担というのを軽減する方向にし

っかりとシフトしていかなければ、何をどうやっ

て自治体レベルでやっても、これはうまくいくわ

けないのです、少子化というのは。小手先の政策

をやっても。それが私自身はすごく思っているこ

とです。

ただ一方で、そうは言っても、むつ市政を預か

っていますし、むつ市の総合的な子育ての施策も

私たちとしてはしていかなければいけません。そ

ういう中で私が考えているのは、やはり財源に応

じて、その都度できる範囲で負担の軽減を図って

いくということだと思っておりまして、あまりこ

ういう話をするとあれですけれども、やはり新税

とか、新しい財源が出たときには圧倒的に子育て

の環境を改善することが私はできると思います

し、教育の負担も、給食費も含めて、圧倒的な改

善ができるというふうに思っていますので、そう

いった見通しも立てながらというか、そういう夢

を抱きながら今行政の経営に当たっている、運営

に当たっているということでご理解いただきたい

と存じます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） よく分かりますし、意気込み

もそのとおりで、ぜひお願いしたいと思います。

壇上でも申し上げましたが、むつ市総合経営計

画、半分過ぎて、後期の策定の最中だと思います

が、ぜひ子育て支援、または子育てをするため、

出生率を向上させるための施策の目標も、できれ

ば高いところに目標を置いて、そこに向かって鋭

意努力をお願いしたいというふうに思います。

最後は、観光行政についてです。壇上でも申し

上げましたが、残念ながら大イベントがコロナ禍

でできなかったということで、できなかったとい

うよりも、オンラインでしかできなかったという

ふうなことですが、今後このような行事というの

ですか、むつ市に回ってくる予定というのはある

のでしょうか。知っている範囲の中でお知らせ願

いたいと思います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

全国の夜景サミットが２回連続で延期になっ

て、我々のところからちょっと別なところに行っ

てしまったというのは、非常に残念に思っていま

す。

今後夜景サミットがいつ回ってくるかというこ

とは、なかなか今の現状では申し上げづらい環境

にありますが、私たちとしては、やはり多くの人

たちが集まるイベントというのは必要だと思いま

すし、やることによって、また新しい観光資源に

目が向いて、そしてシビックプライドというので

しょうか、私たちの地域に誇りを持ってもらえる

人たちが市民の皆様の中に増えていくことという

のは非常に重要なことだと思っていますので、今

後も夜景サミットに限らず様々なイベントを誘致

して、市民の皆様と一緒にむつ市で盛り上げてい

きたいと考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ７番。

〇７番（斉藤孝昭） ありがとうございました。

一般質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） これで、斉藤孝昭議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後１時50分まで暫時休憩いたします



- 41 -

午後 １時３９分 休憩

午後 １時５０分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎富岡直哉議員

〇議長（大瀧次男） 次は、富岡直哉議員の登壇を

求めます。９番富岡直哉議員。

（９番 富岡直哉議員登壇）

〇９番（富岡直哉） こんにちは。会派未来への轍

の富岡直哉でございます。むつ市議会第250回定

例会に当たり、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。市長並びに理事者の皆様におか

れましては、前向きなご答弁をよろしくお願いい

たします。

質問の１項目め、スポーツ行政についてであり

ます。今年もむつ市のスポーツ界においても多く

の活躍が光る中、特に先般のドラフト会議で西武

ライオンズに指名されました大平中学校出身の黒

田将矢投手のむつ下北初のドラフト指名によるプ

ロ野球選手誕生は、市民の一人として誇りに思う

と同時に、むつ下北の子供たちに大きな夢や希望

を与えてくれたことと思います。

さて、12月を迎え、今年も残り僅かとなりまし

た。８月に発生いたしました豪雨災害からはや４

か月がたとうとしておりますが、これまで多くの

皆様のご支援、ご協力により復旧、復興が着実に

進んでおり、一日も早く以前のような日常生活が

送れるよう願うばかりであります。

また、何といっても今年もコロナに振り回され

た１年となりましたが、昨年とは大きく状況が変

わり、多くの関係者のご協力をいただきまして、

ワクチン接種が完了し、できなかった行事やイベ

ントの開催が可能となるなど、大きくアフターコ

ロナに向かい前進しているものと確信しておりま

す。

そのような中でも、国内の感染状況により直前

まで開催が危ぶまれましたが、２年越しの東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会の開催は多

くの皆さんに勇気や感動を与えてくれ、過去最多

の58個ものメダルを獲得するなど、日本勢の活躍

は目覚ましいものでありました。

この東京オリンピックにおいては、空手、スケ

、 、 、ートボード スポーツクライミング サーフィン

野球とソフトボールの５つの新競技が誕生し、若

い世代を中心に注目が集まりました。中でもスケ

ートボード競技で金メダルを獲得した堀米雄斗選

手の活躍は、これまでスケートボードに抱かれて

いたイメージを大きく変えてくれたものと思って

おります。

そもそもスケートボードは、1940年代にアメリ

カのカリフォルニアで生まれたとされており、日

本で愛好者が増えていったのは、その20年後の

1960年代からで、日本スケートボード協会による

と、現在国内の競技人口は10代、20代を中心にお

よそ3,000人で、国内の愛好者は推定で約40万人

と言われております。

これまでスケートボードというと、板が飛んで

危ない、騒音、ベンチや縁石が壊れるなど、周囲

から来る苦情は少なくはなく、日本人のスケート

ボードに対するイメージはあまりよいものではな

かったと思います。そこには正規のスケートボー

ド場がないなど、様々な要因が考えられますが、

このたびの活躍により、国民のスケートボードに

対する意識や認識を大きく変えてくれた東京オリ

ンピックであったと思います。

その効果もあるのか、近年当市においてもスケ

ートボードを始める人が増えてきているように見

受けられ、競技する人はもちろんのこと、周囲の

方の安全確保という観点からも、今後においては
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環境整備が必須となるのではと考えております。

また、当市では昨年のむつ市総合アリーナのオ

ープンとともに、新競技のうち、スポーツクライ

ミングの一種であるボルダリングについては、県

内唯一の公共施設として、当市においては身近な

種目となりつつあり、今後においては、競技人口

の増加に期待するところであります。

むつ市では、2012年のロンドンオリンピックに

出場した陸上競技の岸本鷹幸選手に続くオリンピ

ック選手誕生を目指し、新競技においても活躍で

きる選手を輩出させるべく、今後を見据えた、指

導者をはじめとするさらなる環境等の整備も必要

と考えます。

このことから、１点目は東京オリンピックの新

競技における当市のスポーツ振興について、２点

目はスケートボードの環境整備についてお伺いい

たします。

次に、質問の２項目め、移住・定住についてで

あります。多くの地域において、人口減少につい

ては課題となっており、当市では国や青森県より

も早く人口減少が進行するものとされておりま

す。令和２年３月に改定されました第２期むつ市

まち・ひと・しごと創生総合戦略の人口ビジョン

によりますと、国立社会保障・人口問題研究所の

推計では、当市の人口について、24年後の2045年

では３万7,851人まで減少するとされており、

2015年の人口と比較して約２万人程度減少するも

のと見込まれ、同時に高齢化も進行することによ

り、地域経済の縮小をはじめ、地域社会や市民生

活に大きな影響を及ぼすことも懸念されます。

このようなことを踏まえ、当市においても人口

減少対策などの施策について実施されております

が、その中でも移住定住に関する施策は、長期的

かつ安定的にこの地域で生活を営む方々を増やす

ために重要な取組であると考えております。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により

地方への移住についての関心が高まっているとい

う政府の調査からも、移住定住対策はさらに重要

性を増してきているものと認識しております。内

閣官房が2020年１月に実施した調査によると、東

京、神奈川、千葉、埼玉に住む東京圏の20代から

50代の人たちのうち49.8％、ほぼ２人に１人が地

方暮らしに関心があると答えており、年代別では

中高年の年齢層よりも若い世代が地方暮らしに関

心を持っているとの傾向であり、また新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響によって、東京に住む

20代の人のうち３分の１以上の人が、地方移住に

関心が高まっているということも、内閣府が実施

した調査で明らかとなっております。

このことからも、今後各自治体においての取組

が加速するものと思いますが、移住体験を通した

新たなアプローチなども、広報活動もより一層重

要となってくるものと考えております。

このことから、１点目は当市におけるこれまで

の取組と課題について、２点目は移住・定住の促

進に関する支援制度について、３点目は当市の魅

力を直接伝える方法として、実際にお越しいただ

き体験してもらうことが一番であると考えます

が、移住体験についての市長のご所見をお伺いい

たします。

次に、質問の３項目め、青森県立高等学校教育

改革推進計画第２期実施計画についてでありま

す。まず、11月12日のインターネットニュースの

速報で、計画案のとおり大湊高校とむつ工業高校

統合という一報を見まして、唖然として言葉を失

いました。今年７月に突如として大湊高校とむつ

工業高校の統合案が発表され、４か月を経ずして

成案として決定されたことに対しましては、これ

までのプロセスをはじめ、青森県教育委員会の進

め方については、現在においても疑問が残ってお

ります。

第２期実施計画案が発表されて以降、計画のプ
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ロセスが不透明であることから、市長、そして市

議会もそうでありますが、３回にわたる地区懇談

会では多くの市民が白紙撤回を求めて青森県教育

委員会へ掛け合ってまいりましたが、結果として

案が成案となり、当初からほとんど変わらない計

画となったことを非常に残念に思うとともに、地

区懇談会での意見は全くと言っていいほど反映さ

、 、れておらず 計画案の公表時に私が率直に感じた

簡単に切り捨てられたとの思いは今でも変わって

おりません。そのような進め方では、これから先

の統合校に対しての地域の理解や協力を得ること

は難しいものであると感じております。

統合するに当たっては、学校や学科の充実を考

えるのは言うまでもありませんが、白紙撤回とな

らなかったことが大きな要因であると考えます

が、このほかにも議論しなければならなかった論

点は多くあったように思います。

これまで、大湊高校は73年間、むつ工業高校は

58年間、それぞれの歴史を歩む中で、卒業生や多

くの地域の方々に支えられてきており、その思い

を踏みにじるような行為でもあると感じておりま

すし、統合という観点からも、この両校の歴史や

伝統をどのようにして引き継いでいくか、そのよ

うなビジョンもないことも、今回の計画において

大きな問題であると感じております。

また、平成28年度に策定された青森県立高等学

校教育改革推進計画の基本方針では、実施計画策

定に向けた取組として、パブリックコメントの実

施、地区懇談会の開催、市町村等への意見照会等

を通して幅広く情報提供するとともに、意見を伺

いながら、多くの県民の理解が得られるように取

り組むと記載がありますが、実施計画案の公表に

際しては、下北５市町村のうち当市にだけ事前に

説明がなかったなど、基本方針に反するようなも

のであると認識しており、県教育委員会のこれま

での対応には疑問を感じざるを得ません。

このことから、１点目は、実施計画案の公表か

ら決定までの青森県教育委員会の対応はどうであ

ったのか、詳細についてお伺いいたします。

２点目は、今後の市の対応についてお伺いし、

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 富岡直哉議員のご質問にお

答えいたします。

まず、スポーツ行政についてのご質問につきま

しては、関連がございますので、一括してお答え

いたします。東京オリンピックの新競技について

は、各競技とも、今後市内での活動が活発化する

ことに応じて、市として環境整備について、財政

状況も考慮しながら研究してまいりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

次に、移住・定住についてのご質問及び青森県

立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画につ

いてのご質問につきましては、担当部長からの答

弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） 移住・定住について

のご質問の１点目、当市におけるこれまでの取組

と課題について及びご質問の２点目、移住・定住

の促進に関する支援制度については、関連があり

ますので、一括してお答えいたします。

まず、当市の移住定住に関する取組といたしま

して、むつ市移住支援金、むつ市空き家等利活用

推進事業費補助金などの支援制度のほか 「Ｓｍ、

ｉｌｅ Ｋｉｄｓ Ｏｆｆｉｃｅにっこりっこ」

を開設し、子育て世代が安心して暮らせる体制を

整えております。その他、地域おこし協力隊員の

任用や大学の誘致につきましても、移住定住につ

ながる施策となっております。

また、移住定住に関する相談、広報につきまし

ては、青森県や東京の有楽町に窓口を開設してお
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ります青森暮らしサポートセンターなど、関係機

関と連携を図りながら取り組んでおります。

次に、課題についてでありますが、移住希望者

と当地域での仕事のマッチングが大きな課題であ

ると考えております。市では、企業ガイドブック

を作成し、市内企業の求人情報を提供しておりま

すので、引き続き広報に努めてまいりたいと考え

ております。

なお、本年度の支援制度の利用状況といたしま

しては、移住支援金、空き家等利活用推進事業費

補助金ともに、利用実績はございませんでした。

次に、ご質問の３点目、移住体験についてお答

えいたします。当市では現在移住体験の取組は行

っておりませんが、県内では10の市町村で移住体

験の取組を行っていると承知しておりますので、

情報収集を行いながら、当市における必要性も含

め調査研究してまいりたいと考えております。

次に、青森県立高等学校教育改革推進計画第２

期実施計画についてのご質問の１点目、実施計画

案の公表から決定までの青森県教育委員会の対応

についてお答えいたします。令和３年７月７日に

開催されました青森県教育委員会第870回定例会

におきまして、第２期実施計画が公表され、その

中で唐突に大湊高等学校並びにむつ工業高等学校

を閉校し、下北地区統合校を設置する案が示され

ました。まさに青天のへきれきであったため、翌

７月８日に市長が大瀧議長とともに和嶋青森県教

育長を訪問し、説明を求めましたが、終始理解を

得られるような説明はいただけませんでした。

その後３度の地区懇談会、パブリックコメント

が実施されましたが、ここでも地域住民の理解を

得られるような説明はなかったと認識をしており

ます。

また、９月17日には、市長が大瀧議長、内田む

つ商工会議所会頭とともにオンラインでの要望活

動を行いましたが、全ての質問に回答をいただく

ことができず、後日公文書として質問状も提出い

たしましたが、それに対する回答はいただけませ

んでした。

その後11月11日に和嶋教育長が当市を訪れ、

11月12日に開催する青森県教育委員会第322回臨

時会に諮る実施計画案の説明がありましたが、市

の要望である地域との協議の時間と機会を設けて

いただきたいという願いは聞き入れられず、根幹

部分が何も変わらない案の説明を受け、翌日の臨

時会で成案として可決されました。

以上が当市と青森県教育委員会との経緯であ

り、一つも納得できる部分がないプロセスにより

決定されたことに強い憤りを感じております。

次に、ご質問の２点目、今後の対応についてお

答えいたします。まずは、この第２期実施計画に

ついて、地域に対してしっかりと説明してもらう

必要があると考えており、このことを青森県教育

委員会事務局に求めてまいります。

また、下北地区統合校につきましては、今後開

設準備委員会が設置される予定となっております

が、校舎建築を伴う統合校の設置となり、早急な

検討が必要となることから、来年度にも開設準備

委員会を設置するよう求めてまいりたいと考えて

おります。

いずれにいたしましても、今回の経緯をもって

諦めるのではなく、地域の声を届けてまいります

ので、引き続き議員の皆様のご理解とご協力を賜

りますよう、よろしくお願いをいたします。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ご答弁ありがとうございまし

た。それでは、順次再質問させていただきます。

まず、スポーツ行政についての１点目、東京オ

リンピックの新競技における当市のスポーツ振興

についてありますが、新競技のうち空手、野球、

ソフトボールについては市内に協会があるなど、

組織として運営されておりまして、既に軌道に乗
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っている状況ではありますが、やはりスケートボ

ード、そしてスポーツクライミング、サーフィン

については、普及してきたというのも最近という

こともありまして、今後のスポーツ振興において

は、検討課題等は様々あると思いますが、特にボ

ルダリングについては、総合アリーナのオープン

とともに市内にも普及してきており、新種目の競

技の中では、今後もさらに振興が図られていくの

ではないかというふうに感じておりますので、少

しボルダリングについて詳しくお聞きしたいと思

います。

現在市内でボルダリングの指導者や検定員、そ

して大会を運営できる人はいるのか、またそのよ

うな人材育成等の取組状況についてお伺いいたし

ます。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

当市にボルダリングの指導者はおりませんが、

これまで大会や講習会を行う際は、青森県山岳連

盟様のご協力により実施しておりました。今後同

連盟のご協力を得ながら、関係団体と連携し、指

導者等の育成を支援してまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） 人材確保は、人口減少が進む

中で、多くの競技において課題であるものと感じ

ておりますが、やはり他の競技と同様に、自発的

な活動の中で盛り上がって組織ができるのが本来

の姿なのかなというふうに思っております。

そのためにも競技の普及ということが重要にな

ると考えますが、当市の目指す方向性として、む

つ市スポーツ推進計画が策定されておりますが、

その柱ともなる国の第２期スポーツ基本計画の基

本方針として、2020年東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会を好機として、スポーツで人々

がつながる国民運動を展開し レガシーとして 一、 「

億総スポーツ社会」を実現するとされておりまし

て、また第３期においても、継承、発展させてい

くことが重要な課題とされております。

このことからも、次のむつ市スポーツ推進計画

の見直しにおいては大きな影響があるものと感じ

ておりますが、新競技において、特にボルダリン

グが中心になるかと思いますが、どのような方向

性や考え方での見直しとなるのかお伺いいたしま

す。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

むつ市スポーツ推進計画、これは平成26年度か

ら令和５年度までの10か年の計画でございます。

次回計画の更新時には、関係競技団体やむつ市ス

ポーツ推進審議会委員の皆様のご意見をお伺いし

ながら、新競技の取り入れ方について検討してま

いりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ぜひ今後においても、子供た

ちの可能性を最大限に発揮できるようなスポーツ

振興となることを期待し、２点目のスケートボー

ドの環境整備についてお聞きいたします。

今後に向けてということでお聞きしたいと思い

ますが、実態調査等も必要になってくるものと思

います。他の自治体では条例等で公園などでのス

ケートボードを禁止しているところもございます

が、現在当市において、スケートボードの利用を

認めている施設や場所はあるのか。

また、壇上でも述べましたとおり、騒音の問題

だったり物の破損など、全国的には苦情が少なく

ないような状況でありますが、このような件につ

いて、当市のこれまでの状況についてお伺いいた

します。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。
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〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

スケートボードの利用を認めている場所や施設

ということでございますが、むつ市内で利用を指

定している場所や施設はございません。

また、苦情等の対応ということでもございます

けれども、市で現在のところ把握している苦情や

事故等はありません。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） これまで市に対して苦情等は

ないということでありますが、私もスケートボー

ドをやっている人を時々見かけるのですが、むつ

市のスケートボーダーは、周りに対しての気遣い

といいますか、マナーというのがいいイメージで

あります。

実際に市内でスケートボードをやっている人に

話を聞いてみたところ、最近は小学生などの子供

、 、も 始めている人が徐々に増えてきているようで

安全を考慮して子供と大人の時間を分けるなど、

競技者間での対策が取られているようでありま

す。やはり安全面を考えても、大きな施設ではな

くとも、スケートボードができるエリアとして確

保できればと思いますが、実際にそのような場所

を地方自治体が設置するとなった場合、クリアし

なければならない条件等はどのようなものがある

かお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

設置に当たりましての明確な条件等はございま

せんが、設置するに当たりましては、利用者数や

設置の規模、周辺環境への配慮、設置後の管理体

、 。制など 検討が必要になるものと考えております

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） 様々クリアしなければならな

い壁があるのは分かりましたけれども、今後の当

市のスポーツ施設の整備については、スポーツ施

設整備計画において進められていくことと思いま

す。総合アリーナではボルダリングの環境が整っ

ていることからも、スケートボードも含めて、一

体となって総合アリーナ周辺を新たな競技の拠点

として進められると、各競技との連携や交流が図

られるなど、さらなるスポーツ振興にもつながる

ものと考えますが、その点についての見解や展望

を市長にお伺いできればと思います。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

スケートボード場の整備につきましては、まず

市内での利用者数の把握ですとか、施設に対する

ニーズ、整備要件等を勘案しながら、今後調査研

究してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） やはり昨年のむつ市総合アリ

ーナオープンをきっかけに、おおみなと臨海公園

周辺については、市民の間では新たなスポーツ拠

点として捉えているように感じております。防災

拠点としてのはらっぱるも、サッカーやグラウン

ドゴルフ等で利用されており、市民の間では通称

サッカー場と呼ばれるほど、競技会場としての利

用も活発であり、近年では周辺が駅伝のコースと

なるなど、スポーツ活動としての充実がうかがえ

ます。

このような状況であることを踏まえ、今後にお

きましては、スケートボード場の整備を含めまし

て、さらなるスポーツ環境の充実をお願いいたし

まして、次に移ります。

、 、次に ２項目めの移住・定住についての１点目

これまでの取組と課題についてでありますが、移

住定住するに当たっては、働く場所や魅力ある仕

事づくりが課題のようであります。

そこで、移住者促進に向けた取組として、企業
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との連携はどのように図られているのか。

また、高等教育機関が立地する関係からも、企

業との連携はさらに強化していかなければならな

いものと認識しておりますが、高等教育機関があ

ることによって、どの程度学生の流出を抑制し、

定住へと結びつけることができると見込んでいる

のかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 経済部長。

〇経済部長（立花一雄） 市内企業との連携につい

てお答えいたします。

移住支援金ということで制度を持っております

が、こちらについては、青森県が運営するマッチ

ングサイトで求人をしている企業への就業が要件

の一つになっております。そのため、市内の企業

の方に登録していただくよう、案内文書を送付す

るなどして周知に努めております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） 高等教育機関が立地

することにより学生の流出がどのぐらい抑制され

るかについてお答えいたします。

青森明の星短期大学下北キャンパスと青森大学

むつキャンパスの募集定員合わせて100名程度が

むつ市に残るというふうに考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ぜひ今後も移住定住の促進と

して官民が連携した形で、教育機関の学生が卒業

後においてもこの地において活躍し、定住できる

ような体制づくりというものも重要になってくる

と考えております。

また、ご答弁にもありましたように、今年度に

おいては、当市においても地域への定住、定着を

図る目的である地域おこし協力隊が採用され、活

動されておるようでありますけれども、地域おこ

し協力隊は、具体的な活動内容や条件、待遇は募

集自治体により様々とされております。任期は３

年以内とされておりますが、当市において、具体

的にどのような活動が行われていくのかお伺いい

たします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

地域おこし協力隊員についてでございますけれ

ども、むつ市では７月１日より地域おこし協力隊

員を１名任用しております。ＮＰＯ法人シェルフ

ォレスト川内様と連携を図りながら、現在地域お

こしに取り組んでいるということでございます。

事業といたしましては、カヤックを活用した観

光ツーリズムの取組などで成果を上げていただい

ています。また、今後地域おこし協力隊員の増員

等についても、市として検討しているところでご

ざいます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ありがとうございました。

地域おこし協力隊については、任期終了後にこ

の地域に定住させられるかが大きな目標であると

思います。この地域おこし協力隊については、現

在１名ということでありますが、人数が増えるこ

とによってできる範囲が広がるものと認識してお

ります。今後の市の目指す方向性について、もう

少し詳しくお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

地域おこし協力隊員、本人も移住者でございま

すけれども、本年10月28日から、川内町のほうで

ワーケーショントライアル事業というものを協力

、 。隊員の協力の下 実施させていただいております

このワーケーションのトライアル事業というの

は、地域で働く、または地方移転をする、考えて

いる方、または移住定住を考えている方が川内町

のほうに今年は８名来まして、バケーション、休
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みながらまた仕事もするという体験をしていただ

いております。

本当の移住者の方が対応して、このようなプロ

グラム等にも参加して協力していただきましたの

で、移住者の気持ちというのを分かった上で対応

させていただいていると思っていましたので、そ

のような取組も、移住定住、当市では実際になか

なか取り組めていない部分なのですけれども、そ

ういう体験事業の一つとして、トライアル事業と

して、協力隊員にも、実際に事業を実施している

のはしもきたＴＡＢＩあしすとのほうになります

けれども、その事業に協力するような形で、少し

でも移住定住になるきっかけとなるような、そう

いう事業にも取り組んでまいりたいと考えており

ます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） 丁寧なご説明ありがとうござ

いました。ぜひ今後の地域おこし協力隊の活動に

も注目しながら、共に地域の活性化につなげてい

ければというふうに思っております。

次に、２点目の移住・定住の促進に関する支援

制度についてでありますが、やはりむつ市のよう

に日常生活において車が必要不可欠な地域におい

ては、この車に関する点についても、首都圏から

などのＵターンをはじめとする移住者を受け入れ

る企業側も苦慮しているようであります。

交通の便が発達している地域からの移住では、

免許はあってもペーパードライバーであるなどの

、 、理由によって 特に雪国ならではではありますが

冬道の運転に関して不安を感じていることもあ

り、自動車学校で講習を受けているなどの話を聞

いたことがありました。

それぞれの地域の特性や事情等も踏まえ、この

ようなマイナスと捉えられていることも手厚く支

援できると、移住者の増加につながるのではない

かなというふうに考えておりますが、この点につ

いてお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

移住者が運転講習に関わる費用に対してのご支

援、助成ということでございますけれども、今後

様々な移住等の施策等を検討してまいる中で調査

研究してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ぜひ雪国のマイナス部分の支

援というものを拡充していただきたいというふう

に思っておりますが、現在当市においては、移住

の相談窓口は企画調整課、移住支援金については

産業雇用政策課、移住者に対しての空き家等利活

用の相談窓口は都市計画課と、これだけでも３課

に担当課がまたがっております。移住者の利便性

や支援の拡充という観点からも、それらを一括で

行える総合支援窓口のようなものも今後必要にな

ってくるものと認識しておりますが、市の見解を

お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

現在は、企画調整課のほうが総合窓口となって

おります。

今後につきましては、移住定住等のそういう施

策の振興に伴いまして、市役所内部の組織等につ

いては検討していく段階に入っていくと思います

ので、今は企画調整課のほうで、総合的な窓口と

して今後も対応してまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） 次に、３点目の移住体験につ

いてでありますが、今年は川内地区でワーケーシ

ョンのトライアル事業が行われたということであ
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りましたが、新たなコンテンツとともに、移住体

験ができるとより興味を引くことができるのでは

ないかなというふうに思っておりますが、やはり

実際に当市に訪れて、この地域のよさを肌で感じ

ていただくことが重要ではないかということで質

問をさせていただきました。

また、移住に関しての課題として、家族での移

住では、子供が抱える不安も少なくはないのかな

というふうに思います。

そこで、例えば子供たちの夏休みを利用し、ス

ポーツ活動や地域のお祭りを通じて、実際に地元

の住民と触れ合う機会をつくって、一緒になって

体験してもらうことが当市の魅力を知ってもらう

。 、一番の方法ではないのかと感じております また

併せて市の空き家バンクに登録された住宅を、そ

の際の宿泊先として、移住お試し住宅のような形

で利活用できないものかと思いますが、以上のこ

とについて、市の見解をお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 企画政策部長。

〇企画政策部長（松谷 勇） お答えいたします。

夏休み等を活用した体験型の移住体験事業とい

うことを実施してみてはどうかということでござ

いますけれども、こちらの事業につきましても、

今後調査研究してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ありがとうございました。今

後様々な観点から、移住体験については検討をい

ただきたいというふうに思っております。

次に、３項目めの青森県立高等学校教育改革推

進計画第２期実施計画についてでありますが、ま

ず１点目のこれまでの県教育委員会の対応につい

てでありますが、主に地区懇談会についてお聞き

したいと思います。これまで３回の地区懇談会が

開催され、私も参加させていただきましたが、率

直な感想として、参加者の意見や質問に対し、明

確な回答を得られない場面もあり、果たしてどれ

だけの人が納得したのかなという印象でありまし

た。

また、記者会見でも若干触れられていた点では

ありますが、改めてお聞きしたいと思います。市

長が地区懇談会に参加されなかった、その意図と

するところと、あわせて地区懇談会では様々な視

点から多くの意見がありましたが、市としての最

善策はどのようなものと考えていたのかお伺いい

たします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 私自身、市長が懇談会に出

席しなかった理由ということについてまずお答え

しますが、まず地区懇談会というのは、これは地

域の方々、市民の方々ということになるのでしょ

うけれども、個別の意見をそれぞれが表明する場

だというふうに思っています。したがいまして、

私自身はあくまでもむつ市の代表でありますの

で、その場所にはそもそもふさわしくないのでは

ないかというふうに認識をしています。

また、自分自身が意見を表明する場所というの

は、相手も意思決定が、意思決定というか、機関

決定ができる相手であるべきだと私自身は常に思

っていまして、そういう意味では知事、この場合

は教育長あるいは教育委員の皆さんであればカウ

ンターパートになり得ますが、事務局相手に意見

を言う立場に私はないというふうに認識していま

す。

一方で、私自身の意見は、全体の意見として、

市の意見として、私自身の意見も企画政策部長に

は十分に話しておりますので、懇談会の場では同

部長を通じて、私の意見も適切に事務局とやり取

りをしたというふうに認識をしています。

本来であれば先頭を切って発言したり、あるい

は一番最後で皆さんの意見をバックアップしたい

気持ちというのはありましたけれども、立場をわ
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きまえて出席をしなかったということであります

ので、ご理解をいただきたいと思います。

今質問が２つあって、もう一つの市長が考える

最善の案ということでありますけれども、これに

ついては、例えば今むつ下北では４校存在するわ

けです。私たちは、地域のために学校があるとい

うことではないと思っていますし、まして親や家

族のために学校があるということでもないと思い

ます。学校というのはあくまでも子供たちの未来

を開いていく場所だというふうに思っていますの

で、子供たちの未来を開く場という観点から私の

考えを述べさせていただければ、下北全体で、こ

ういう学校がふさわしいと思う。

まず第１に、学校は勉強する場ですから、東京

大学や医学部を目指す子たちが、その思いを達成

するような学力をつけられる場所であってほし

い。一方で、進学を目指す子たちも、多様性があ

、 、って 選抜制の高い国立大学を目指す子もいれば

一般的な国公立大学を目指す子たちもいると。そ

ういう子たちがその目標を達成できるような勉強

。 、 、ができるような学校 さらに言えば 専門学校や

あるいは短大を目指す子たちもいるでしょう。そ

ういう子たちも一緒に、一緒にというか、勉強が

できるコースがあってしかるべき。

進学という部分ではそうした多様性のある形が

ふさわしいと思いますし、また就職という観点か

らも、工業系でいっても、今は機械設備、エネル

ギー、電気ですけれども、それに加えて建築や土

木も勉強ができるようにしてほしいと思います。

さらに言えば、ＩＴやテクノロジー、ＩＴテクノ

ロジーや、それからＡＩ、最先端のＡＩというよ

うなことも学べるような機会をその学校でつくれ

ればいい。

介護や保育というのも、今就職に向かう人たち

は、総合学科の中では認められているようですけ

れども、何といっても地域で足りないのは看護で

すから、これは永遠に足りないです。衛生看護科

がなくなって、10年たって、今何が起こっている

かというと、むつ総合病院で看護師が不足してい

ます。むつ総合病院を維持できません。そういう

状況になっています。看護のコースも必要でしょ

う。

ありとあらゆるコースが選択できる、これはク

ラスに何人とかという、学科がどうとか、総合学

科がどうとかということではなくて、コースでも

何でもいいから、子供たちの多様な未来が選択可

能な学校というものが私は理想だと思います。一

方で勉強以外のところに目を向けたとしても、そ

うして大きな大規模校ができれば、10クラス規模

の大規模校ができれば、これは、スポーツはみん

、 、な一緒にやりますから インターハイに行くのも

毎年様々なあらゆる部活で行きます。インターハ

イに行くのも、様々な分野で行けると思います、

県内の学校は小さくなっていますから。そして、

甲子園だって、何年かに１回多分行くでしょう、

そういう学校であれば。そういう積み重ねをして

いけば、当たり前のように全国募集ができる学校

になるのです。

そうすると、10年後に下北全体で10クラスから

９クラスになる、例えばですよ。そのときに、全

国募集で１クラスあれば、さらに10クラスでその

ままできる。そういうふうなやっぱり見通しがあ

って初めて、では学校は１校にしましょうか、学

校は３校そのままにしましょう、学校は２校にし

ましょうかという話ができる。そのプロセスが全

く欠けているということがおかしいと思うし、私

自身が理想としているのは、子供たちの未来の選

、 、択の多様性 これが実現できる高等学校であると

このように考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ありがとうございました。今

の市長の話を伺いましても、やはり今回の計画に
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おいては、将来性のビジョンというものが欠けて

いるというのを再認識しました。

次に、これまでの県教育委員会の対応について

詳しくご説明いただきましたが、11月12日の成案

が発表されて以降、市に対して何らかの対応、ま

た説明はあったのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 特にありません。最初から

最後までそういう対応です。一番最初に、７月の

５日に説明に来たいと言うから、私自身はどんな

説明だろうなと思って、想定していたのは、取り

あえずこの５年は３校残しますけれども、次はち

ゃんと考えていきましょうという説明だと思った

ら、２校閉校しますと。統合しますと。中身はあ

。 。りませんと 誰がこれを決めたのですかと言った

教育委員ですか、事務局なのですかと。答えられ

なかったですよね、教育長、あのとき。黙って下

向いて、何も無言なのです。もうお引き取りくだ

、 。 、さいです そんなの こんなばかにした話はない

地域を。事務局が決めているのに、自分たちが決

めたとも言えない。こんなばかにした話ない。何

の質問でしたか。

（ 12日以降の県との……」の声「

あり）

〇市長（宮下宗一郎） 最初からそういう状況であ

りますから、それ以降、私たちに対して何かがあ

るということもやっぱりなくて、それでも足元見

られていると思うのです。それでも私たちは協力

しなければいけないだろうと思っているかもしれ

ないけれども、確かに私たちはこれからちゃんと

協力していかなければいけないのです。なぜなら

ば子供たちのためだから。

、 、さっきの話の続きを言うと ３校を２校にする

そんなことはどうでもいい。そんなことよりも、

中身は何なのだということに全く答えていない。

しかも、これからその開設準備委員会をするのは

４年後だと言っている。校舎の設計なんて来年か

ら始めなければいけないのに、４年後からしか開

設準備委員会をしなかったら、校舎の図面ができ

上がって、こうしますというのをまた押しつけら

れることになる。これだけはやっぱりむつ市とし

ては絶対避けなければいけないと思います。

ですから、取りあえず今の答えとしては、そう

いうことはないですが、今後もやっぱりこの活動

というのは、反対、反対、反対だと、それは物事

は進みません。ある程度はこの決定というのを許

容しながらも、前向きに子供たちの未来をどうつ

くっていくのかということを議論していかなけれ

ばいけないし、先ほど言ったように、多様性のあ

る選択肢が新しい高校で認められるように私たち

としては活動していきたいと、このように考えて

ございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） やはり市に対して12日以降も

説明がないということでありましたけれども、午

前中の佐藤広政議員の質問の中でも、市長も、地

域に対しても説明するように県教育委員会には求

めていくとのことでありましたけれども、地区懇

談会においても、成案になる前に地域に対して説

明が欲しいとの要望があったことや、参加者から

の質問の答えとして、青森県教育委員会からは、

成案をもって回答するとの発言があったことを踏

まえても、極端な話、あしたにでも早急に青森県

教育委員会は地域へ対し説明すべきと思います。

公表から間もなく１か月が経過することを踏まえ

て、この点について改めてお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まさにそのとおりだと思い

ます、私も。ですから、一日も早く説明してほし

い。

今日の午前中の議論の中で、むつ市内の学校の

再編という話がありました。私、通告がなかった
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ので申し上げられなかったのですが、私の市長と

しての基本的な認識としては、学校というのは、

統廃合はできるだけ避けるべきだと思っていま

す。これはなぜならば、学校というのは地域とと

、 、もに成長していって 地域に多様性があるように

学校にも多様性があってしかるべきだ。子供たち

の選択がそれだけどんどん、どんどん、少なくは

なりますよ。１人になるかもしれない、２人にな

るかもしれないけれども、選択肢があるというこ

とが大事なのです。

では、今一方で不登校の子が何人いるかといっ

、 。たら １つの学校をつくれるぐらいいるわけです

そうなったときに、今そういう状況のときに、学

校が、人数が減ったからと潰すよりは、逆転の発

想で、その学校で、要するに独自性のある、ほか

の小学校でできない、ほかの中学校でできないと

いうことを突き詰めてやっていかなければいけな

い。それを放棄して、ただ単に数合わせしている

ようでは、これは未来はないのです。だからむつ

市はそんなことは絶対しませんから。全然関係な

い話になってきましたけれども、でも本当に答え

としてはそういうことです。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ぜひ県教育委員会におかれま

しては、地域からの要望等踏まえ、誠意ある対応

をお願いしたいところであります。

次に、今後の対応についてでありますが、むつ

市の将来を担う子供たちのために、よりよい教育

環境となるよう、統合校へ向けた議論へと軸足を

移さなければならないものと認識しております。

そこで、令和７年度には開設準備委員会が設立さ

れる予定となっておりますが、今回の地区意見交

換会の委員について、産業界の委員が少なかった

のではないかなどの意見も出されておりました

が、現時点でのメンバー構成はどのようになるも

のと把握しているのか。

また、市としてこの開設準備委員会の委員にど

のような形で要望していくのか、併せてお伺いし

たいと思います。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、準備委員会のメンバーについては、私ど

もとしてまだお伺いしておりません。午前中の教

育長の答弁にあったとおり、通常であれば教育関

係者のみということになっていますが、私たちと

しては、当市からも、下北の自治体からも、そし

て産業界からもしっかりと意見を言わせていただ

きたいので、そのメンバーに加えてほしいという

ことは申し上げます。

それ以上に大事なことは早く始めるということ

です。４年後、我々が屈辱的に受けた今回の県教

育委員会のやり方を忘れないうちにやっぱりちゃ

んと始めなければいけない。それがまず第一。

そして、誰が入るかということよりも、入った

人間の意見をちゃんと聞くようなシステムをつく

ってくれということのほうが大事です。午前中佐

藤広政議員がおっしゃっていました。自分はずっ

と統合はあるべきではないと言い続けてきたの

、 。に 結局は事務局の意見でそうなってしまったと

そのプロセスが明らかにならないうちに、どんど

んまた話が進もうとし、４年間何もなく物事が、

忘れられた頃に、統合というのが何か地域で当た

り前になった頃に、そして学校の形がもうでき上

がった頃に始めて、意見を聞かないシステムがも

うでき上がっている。これを逆転するためには、

まずやっぱり早く準備委員会を始めて、そして私

たちがいろんな形で意見を言って、それを聞いて

もらえる仕組みをつくっていくということが私は

非常に重要なことだと考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） ぜひ開設準備委員会の設立に

当たっては、地域の意見をしっかりと反映させた
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形で進めていただきたいと思っておりますが、最

後にこれまでの様々な経緯を踏まえて、今後開設

準備委員会に対して市が望むことについてお伺い

いたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 何か言っているような気も

するのですけれども、ともかく意見を聞いてくれ

よと、意見を聞いてくださいということに尽きる

と思います。やっぱり子供たちの未来のことは、

みんなが一生懸命考えているのです。

そして、今の時代というのは、規格大量生産の

時代から一歩抜け出して、規格大量生産の時代の

子供たちの教育というのは、恐らく学校で教科書

を開いて、30人か40人のクラスの子たちが、先生

が板書しているのを聞いて、先生の言うことだけ

聞いて、授業していて、暗記して、暗記したこと

を答案用紙に書いて、高校、大学と進んでいく。

それで、大企業に入って、大企業の中で安定した

生活をして、そして定年を迎えていくと、何かそ

ういう姿が昔あった。ところが、今はそうではな

いです。個別最適化なのです。子供たちが少なく

なった分、一人一人の子供たちを大切に育てる環

境を私たちがどう整えていくかということが非常

に重要になってくるわけですから、そうした環境

をむつ市内でしっかりとつくっていこうと。それ

、 、は 様々な人の意見をしっかり反映させなければ

そんなことはできないのです。

ですから、私たちとして、開設準備委員会に望

むことは、私たちが多様な意見を言う機会をいた

だきたいということと、その多様な意見をしっか

りとその案に反映させていただきたいと、そのこ

とはこれからしっかりと訴えてまいりたいと考え

てございます。

〇議長（大瀧次男） ９番。

〇９番（富岡直哉） 何度もくどいような形での質

問、大変失礼しました。私も結構今回の高校再編

に関しては、様々な思いの中で今回一般質問をさ

せていただいたこともありまして、このようなく

どいような形の質問になりました。

ぜひ今後におきましては、地域が理解を示すよ

うな取組を青森県教育委員会には行っていただき

たいと思っておりますし、何よりもこの地で学ぶ

子供たちが夢や希望を持って、あの高校で頑張り

たいや、誇りを持って、あの高校に行ってよかっ

たと思えるような教育環境となるよう、また子供

たちの可能性を最大限に広げられる魅力ある学校

となるよう、地域が一体となって統合校の開設に

向けて精いっぱい取り組んでいければというふう

に考えておりますので、市長はじめ当局のさらな

るお力添えをお願い申し上げまして、私の一般質

問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（大瀧次男） これで、富岡直哉議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時55分まで暫時休憩いたします

午後 ２時４６分 休憩

午後 ２時５５分 再開

〇議長（大瀧次男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎野中貴健議員

〇議長（大瀧次男） 次は、野中貴健議員の登壇を

求めます。５番野中貴健議員。

（５番 野中貴健議員登壇）

〇５番（野中貴健） こんにちは。５番、市誠クラ

ブの野中貴健でございます。むつ市議会第250回

定例会において一般質問を務めさせていただきま

す。通告に従いまして、２項目６点の質問をさせ

ていただきます。市長並びに理事者各位におかれ

ましては、前向きなご答弁をよろしくお願いいた

します。
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今回は、２項目とも主にスポーツ少年団等につ

いて、行政側とむつ市教育委員会側に区分して質

問いたしますので、何とぞよろしくお願いいたし

ます。

ここ数か月、災害復興と高校再編に揺れたむつ

下北地域、災害復興への歩みは、国道279号線な

どへの不安や爪痕がまだ残っているものの確実に

進んでいますが、高校再編においては、多くの同

僚議員からもあるとおり、子供たちの可能性、選

択肢を狭める成案が発表されたことに対し、憤り

を隠し切れませんし、とりわけ何をそんなに急い

で事を進めるのか、疑問しか残りません。もっと

多くの時間をかけて、これからのむつ下北の高校

に対する将来へのビジョンをまずは提示していた

だき、しっかり各市町村と議論をしていただきた

かったのですが、結果は皆様ご存じのとおりでご

ざいます。

今後どのような形になるか分かりませんが、今

度こそは、青森県教育委員会に対しては、成案に

対する経緯と今後のビジョンなど、丁寧な説明、

しっかりとした対応をお願いしたいところであり

ます。

それでは、早速１項目めのスポーツ少年団につ

。 、いて質問いたします 先ほどの高校再編において

令和９年度からの統合校としての新しい高校が開

校する計画ですと、現在の小学校４年生の子供た

ちが１期生として入学する見込みですが、４年生

といえば、スポーツ少年団へ入ろうかと考える子

供たちも多くいると思います。一部の部活動は残

っているようですが、部活動からほとんどはスポ

ーツ少年団へ完全移行して２年目、できるだけ多

くの各少年団に話を伺い、聞いてみますと、立ち

上げ当初は組織もしっかり運営されている感じだ

と見受けられましたが、２年目、３年目となると

様々なトラブルを確認することができます。私自

身でもむつ市議会第243回定例会において一般質

問で取り上げましたが、組織の継続と運営の難し

さがトラブルの要因として浮き彫りになっている

ようです。

それに加えて、保護者の秩序の乱れも問題視し

ている少年団も少なからずありました。また、様

々な要因で、不本意ながらもほかのチームへの移

籍や、スポーツを始めようと考えても、誰に声を

かけて入部できるかも分からないご家庭も存在す

るのが現実的にはあります。

チームの基本方針、規約等があるのか、会計帳

簿は適正なのか、チーム内の連絡体制は取れてい

るのかなど、任意の独立した団体ですが、保護者

からは、各団共通の基本的ルールを市でつくって

もらえないかとの声もあります。

以上のことを踏まえて、１点目の質問として、

部活動からスポーツ少年団に完全移行した現在の

評価について、２点目、今後のスポーツ少年団に

対するビジョンは、３点目として市はスポーツ少

年団に積極的に関わるべきと考えるが、市の見解

はの以上３点をお伺いいたします。

続いて、２項目めの教育行政についてお聞きい

たします。昨今中学校や高校において、時代錯誤

な校則、理不尽な校則など、いわゆるブラック校

則と呼ばれているものが何かと取り上げられてい

ます。行き過ぎた校則は見直すべきですが、多様

性を求められる現代であっても、校則は集団生活

においても、これからの人生を歩んでいくために

も、必要最低限のルールだと私は捉えています。

また、小学校においては、校則ではなく規則で

学校内外でのルールを決めているようです。年齢

的な部分を考慮して表現が違うのかなと思ってい

ますが、意味合いは同じだと理解はしています。

各学校で校則、規則が定められているのは、教

育基本法第６条で、学校は「教育の目標が達成さ

、 、れるよう 教育を受ける者の心身の発達に応じて

体系的な教育が組織的に行われなければならな
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い」とし、教育は「教育を受ける者が、学校生活

を営む上で必要な規律を重んずるとともに、自ら

進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視し

て行われなければならない」と定めており、集団

生活において大変重要な部分になるからです。

中学校での各種大会では、校則にのっとり、生

徒たちは服装や髪型などの乱れのない整然とした

ものですが、小学校のある一部の競技においては

髪を染める児童も見受けられ、それを見たほかの

チームの保護者は、違和感を覚える方もいます。

校則と規則の違いは、拘束力の違いもあるのか

と思いつつ、１点目の質問として、中学校の校則

と小学校の規則との違いは何かお聞きいたしま

す。

２点目のむつ市子ども夢育成基金についてです

が、各団体などからの補助金や積立金を財源とし

た事業で、小・中学生の文化、芸術、スポーツ体

験事業、研修派遣などを積極的に支援する、子供

たちの夢や可能性を大きく広げる大変すばらしい

事業です。しかしながら、あくまでも市からの派

遣事業であるために、東北大会、全国大会へ出場

しても対象にならない大会もあるのが実情ですの

で、現在補助金が受けられる大会など含めて詳し

く知りたいので、お伺いいたします。

３点目の質問ですが、小学校と各単位スポーツ

少年団などの関係は、学校の施設をほとんどの団

が使用していることからも分かるとおり、密接な

関係でなければ成り立ちません。逆に学校からの

お願いで、運動会、学芸会などの行事がある場合

は練習自粛を受け入れるなど、お互いに信頼関係

がなければ活動ができないと思っています。

まだ移行して２年目ですので、多々問題点はあ

ると思いますので、学校とスポーツ少年団等の関

係で現在の問題点は何かあるかをお伺いいたしま

す。

以上、２項目６点の質問をお伺いいたします。

これで、壇上からの質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 野中議員のご質問にお答え

いたします。

スポーツ少年団についてのご質問の１点目、部

活動からスポーツ少年団に完全移行した現在の評

価についてお答えいたします。市では、平成29年

度から順次小学校部活動のスポーツ少年団への移

行を進め、令和元年度には市内全ての小学校が移

行しております。スポーツ少年団への移行に当た

っては、市民の皆様のご協力と子供を預ける保護

者の皆様のご理解が不可欠であり、市内全ての地

域において移行が実現され、各団体が積極的に活

動されており、大変高く評価できるものと考えて

おります。

ご質問の２点目及び３点目につきましては、担

当部長からの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 野中議員のご質問にお答え

いたします。

まず、教育行政についてのご質問の１点目、中

学校の校則と小学校の規則との違いについてであ

りますが、校則と規則に大きな違いはなく、どち

らも児童・生徒が健全な学校生活を営み、よりよ

く成長していくための行動の指針として、学校に

おいて児童・生徒が遵守すべき学習上、生活上の

約束について、校長が定めるものであります。

小学校では、学習や生活の基盤として、教師と

児童との人間関係及び児童相互のよりよい人間関

係を醸成し、誰もが安心、安全な学校生活を送る

ことができるよう定めております。

中学校では、さらに心身の発達段階や特性、学

校や地域の実態を考慮し、社会性の育成や将来の

自立のために必要とされる事柄について定められ
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ております。

次に、ご質問の２点目、むつ市子ども夢育成基

金について及び３点目、学校とスポーツ少年団の

関係で現在抱えている問題点につきましては、教

育部長からの答弁とさせていただきます。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） スポーツ少年団について

のご質問の２点目、今後のスポーツ少年団に対す

るビジョンについてお答えいたします。

令和２年２月に見直しいたしましたむつ市スポ

ーツ推進計画におきまして、既存のスポーツ団体

等の支援が明記されております。今後もこの計画

に沿って、市と各スポーツ少年団とのさらなる連

携強化に努めるとともに、活動場所確保など支援

をしていくことで、各スポーツ少年団が自走でき

る体制づくりを進めてまいりたいと考えておりま

す。

次に、ご質問の３点目、市が積極的にスポーツ

少年団に関わることに対する市の見解についてお

答えいたします。市では、市内全てのスポーツ少

年団を統括するむつ市スポーツ少年団の事務局を

担っており、毎年総会等の場で、競技ごとの大会

の内容やスポーツフェスティバルの内容など、情

報共有を図っております。

今後は、これらに加え運営方法や連絡体制等の

構築に苦慮されている団体からのご相談に応じ、

必要な助言を行うなど、積極的に支援内容を強化

してまいりたいと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） 野中議員のご質問にお答

えいたします。

まず、教育行政についてのご質問の２点目、む

つ市子ども夢育成基金についてでありますが、現

在スポーツ活動については、青森県を範囲とする

大会を経て参加資格を得た者で、公益財団法人日

本スポーツ協会や中体連、スポーツ少年団等また

はその下部組織が主催する全国大会や東北大会へ

の出場に係る経費の２分の１を補助しておりま

す。

また、文化活動につきましては、吹奏楽や合唱

のほか、ピアノや伝統芸能、囲碁、将棋など、学

校内外を問わず児童・生徒の教育活動と認められ

る東北大会や全国大会に参加する場合、補助の対

象となっておりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。

次に、ご質問の３点目、学校とスポーツ少年団

の関係で現在抱えている問題点についてでありま

すが、施設、設備等に関する問合せ、このほか学

校行事や対外試合の期日を把握することが互いに

難しいとの声が寄せられております。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 丁寧なご答弁ありがとうござ

いました。本日最後５人目で皆さんお疲れでしょ

うから、短めに終わりますので、何とぞよろしく

お願いいたします。

１項目めから順番に再質問させていただきま

す。前も市長のほうから高く評価しているという

お言葉をいただきました。いろんな場面があると

思いますけれども、例えばどういう場面を高く評

価しているのかなと気になりましたので、１点、

ちょっとご質問させてもらいます。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 担当部長からも続けて答弁

、 、があると思いますが 私自身が率直に感じている

評価している点というのは、やはり各団体の活動

を横目にというか、拝見させていただくことがよ

くあります。例えば個人的に克雪ドームにランニ

ングに行くと、ランニングクラブが一生懸命活動

しています。そこではやっぱり低学年の子供たち

から高学年の子供たちまで、一生懸命コーチの指
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導に従って、ランニング技術を磨くトレーニング

をしていました。

、 、 、そういう姿を見ると 地域の大人が 子供たち

学校も分け隔てなく、学年も分け隔てなく、一生

懸命教えている姿が拝見されますし、またサッカ

ーも、年に１度スポーツ少年団のほうに加えてい

ただいて、私も一緒にサッカーしたりするのです

けれども、それもまたまさに同様で、学校にかか

わらず、市内のサッカーしたい子供たちが集まっ

て、コーチあるいは監督の指導の下に一生懸命汗

を流している、そういう姿を見ますと、地域その

ものが一体的にスポーツ少年団に取り組んでいる

というような姿が見受けられますので、そういう

部分でいくと、学校単位でやるよりもより多くの

人たちが集まることができる。さらには、高い指

導力のある、先生方ということではなくて、高い

指導力のある方々のところに集まって適切な指導

が受けられるという意味においては、スポーツ少

年団というのは非常に高く評価できる。そのよう

なことを踏まえて、先ほど答弁をさせていただい

たところでございます。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

スポーツ少年団の移行につきましては、各競技

についての知識ですとか経験、熱意を持つ地域の

指導的役割を担う方のほか、本当に地域の皆様が

一体となって活動を支えていくことに対する意見

集約、これが非常に必要であると認識してござい

ます。

先ほど市長も述べましたが、市の想定以上と考

える理由につきましては、市内全ての地域でその

ような意見集約が早期になされたことのほか、新

しい地域コミュニティーにおいて、お一人お一人

がご自身の住む地域の将来について真剣に考え、

行動を起こし、継続して活動していただいている

ところを評価してございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 私も昨年までスポーツ少年団

のほうに関わって、今年はフリーなのですけれど

も、先ほど市長がおっしゃったとおり、部活動の

状況よりは現在のスポーツ少年団のほうがすごく

各団、各チーム同士のコミュニティーがいろいろ

、 。あるのかなと そこは重々私も感じておりました

これからもうまく作用すればいいのですけれど

も、その辺に関しても、行政としてもいろいろお

手伝いしてもらいながら、継続できるような形を

構築していただければなと思いますので、よろし

くお願いいたします。

２点目の質問になりますけれども、今後のスポ

ーツ少年団に対するビジョンなのですけれども、

今後も地域の方や保護者の方々の協力をいただい

て、スポーツなどを通じて子供たちの育成に励ん

でいくわけですが、市としてこれからのスポーツ

少年団に何を求めていくかをお伺いいたします。

先ほどの質問とちょっとかぶるかもしれませんけ

れども、よろしくお願いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 端的に答えを申し上げます

と、やはりスポーツ少年団にしかできない取組を

ぜひやっていただきたいと思います。それは、学

校単位ではもはや部活動というのは維持できませ

ん。ですから、陸上でも、サッカーでも、野球で

も、特定のスポーツがしたい子供たちの夢をかな

えるような取組をしていただきたいと思います

し、そのことについては市としてもサポートして

いきたいと考えてございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 先ほど市長も言ったのですけ

れども、ドームなりアリーナでも様々な大会が今

ありまして、例えばドームでは野球、アリーナで

はバスケ等、外は外で陸上をやっていたり、子供
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たち、高校生を含めて、社会人も含めてですけれ

ども、いろんな活動がありますので、これからも

長い目で、毎年毎年あるわけですけれども、よろ

しくお願いしたいと思います。

。 、３点目の質問に入ります 再質問ですけれども

市はスポーツ少年団に積極的に関わるべきと考え

るが、市の見解はなのですけれども、積極的と申

しましても、任意の団体ですけれども、例えば先

ほどいろんな支援事業がありますよというお話を

伺いました。現在スポーツ指導者登録バンクとか

指導者登録助成金など、このほかにも今行ってい

る支援事業、またこれから検討している施策等々

ありましたらお聞きいたします。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

むつ市スポーツ少年団として、単位団の形成に

必要な資格であるスポーツ指導者の資格取得講習

の受講料、あと競技ごとに行われるスポーツ少年

団フェスティバル、県大会への参加料など補助、

これは現在も行っておりまして、これらについて

は継続してまいります。

また、先ほど教育部長の答弁にもございました

ように、教育委員会におきましても、むつ市子ど

も夢育成基金を設置し、全国大会や東北大会への

出場に係る経費も補助してございます。

今後につきましては、各団の運営に係る相談等

を積極的に受け入れられる体制を整えるなど、さ

らなる支援を検討してまいりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） ありがとうございます。ちょ

っと１つ気になったというか、確認したいのです

けれども、今スポーツ指導者登録バンクに何人の

方が登録していて、これの資格はスポーツ指導者

認定員だけでいいのかお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） お答えいたします。

今個人で25名と１つの団体が登録してございま

す。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 資格。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） 失礼いたしました。登録

の基準につきましては、スポーツ活動の普及及び

振興に理解と熱意がある方、また資格を保有して

いる者、長年携わってきた者、長年関わってきた

方、あと指導に携わってきた方ということになり

ます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 分かりました。私も一応スポ

ーツ少年団認定員の資格はありますので、後で民

生部のほうに相談して、登録しようかななんて思

っていますので、よろしくお願いいたします。

、 、最後でもないですけれども 確認ですけれども

むつ市議会第242回定例会において原田議員の質

問の中で、スポーツ少年団などの遠征時で、市所

有の福祉バスの利用についての問いで、当時の福

祉部長から検討していくという内容の答弁があり

ましたが、その後何か進展があったかお伺いいた

します。

〇議長（大瀧次男） 福祉部長。

〇福祉部長（藤島 純） お答えします。

まず、福祉バスですけれども、利用のほうは基

本的に各種福祉関係団体、ボランティア団体の利

用ということで限定はされています。ただし、空

いている時間とか日程に関しましては、有効利用

という観点で利用は可能と考えております。例を

申しますと、今年度現時点で、児童を対象にした

音楽関係団体の利用が１件ございます。

ただ、この運行が委託事業ということになって
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おりますので、現在の規定である土日、祝日を除

く午前９時から午後４時45分の間での利用という

ことで、ご理解を賜りたいと存じます。

以上です。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） なかなか平日というのは難し

いのですけれども、でもそれでも空いていれば使

えるというのは分かりました。今後もまた同じよ

うなことがあるかもしれませんので、また改めて

前向きな検討をお願いしたいと思います。

ですけれども、指導者同士の意見交換会や、例

えばですけれども、各単位団体の運営組織などに

ついての意見交換をする場とか、市、民生部なの

かちょっと分かりませんけれども、そういうのが

あるのか、１点お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 意見交換の場があるかどう

かということについては担当部長から答えますけ

れども、私たち、スポーツ少年団への応援という

意味で下北Ｐｒｏｊｅｃｔというのをやっていま

す。先週、先々週でしたか、初代マリノスのヘッ

ドコーチだった木村浩吉さんに来ていただいてサ

ッカー教室をしましたし、また桑田真澄さんを呼

んで野球教室をしたこともありました。本県出身

の西武ライオンズの橋本さんが来たときには、今

年プロになった黒田君が小学生で来てくれていま

した。

そういった意味で、様々なプロ選手や、アント

ラーズを招致しているということもあります。プ

ロ選手やオリンピックで活躍した選手を呼んで子

供たちと交流してもらうということも応援の一つ

だと思っていますし、そのときに今回初めてチャ

レンジ、桑田さんのときもやっていましたけれど

も、桑田さんのときと今回の木村さんのときでや

ったのが、親御さんと、それから指導者に対する

講習もしたのです。それはすごく私は大切なこと

だと思っていて、そのときにやっぱり自主的に皆

さんに交流を深めていただきたいと思うのです。

大事なことは、一回そういうプロが来たりオリン

ピックが来ても、子供たちはうまくならないので

す。コーチとか、監督とか、親御さん、親御さん

とは言いません。コーチとか監督がいかにそうい

う人たちの話を素直に聞き入れて 「いや、わい、

はこういう指導だから違うんだ」と言ってしまえ

ばそれで終わりで、ちゃんとそういう人たちの指

導を聞けて、そしてそれを、練習を改善していけ

るかどうかというのがすごく大事なことだと思う

のです。それをやっているかどうかということが

大事で、もう一つその次の段階に競技団体同士の

とか、あるいはそういう交流があるのかなという

ふうに私たちとしては考えています。

今後も、スポーツ少年団という部分でいけば、

これは部活動というときよりは市の関与は弱まり

ますが、ただ一方で子供たちの夢を育むというと

ころでいくと、下北Ｐｒｏｊｅｃｔを通じてプロ

の選手やオリンピック選手などを招致して、そう

いった子供たちへの指導、そして監督、コーチへ

の指導ということを通じて、積極的に子供たちの

夢を育んでいきたいと考えてございます。

以上です。

〇議長（大瀧次男） 民生部長。

〇民生部長（杉澤一徳） 各少年団の方の意見交換

の場ということでございますけれども、全てのス

ポーツ少年団を統括するむつ市スポーツ少年団、

こちらのほうの会議が開催されることが、年に１

回ぐらいなのですけれども、今のところあります

ので、そちらのほうでの意見交換は可能となって

ございます。

以上でございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 市長のほうから、もともとの

部活動よりは関係は薄くなったかもしれないと言
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っていますけれども、市長並びに市が、子供たち

に対する考えというのは本当にすばらしいものが

ありまして、例えば今年の９月ですか、10月とか

に、青森県教育委員会のほうで、部活動等の制約

、 、がある場面でも 中学校の部活動は１時間いいよ

小学校に関しても部活動はいいよ、１時間程度な

らいいよと、そういう状況を判断して認めてもら

ったのは、皆さんに対しては大変感謝しておりま

したので、今後も、同じ場面はもう二度としたく

ないですけれども、これからも何とかいろんな情

勢を見ながらよろしくお願いしたいと思います。

市には積極的に関わるべきと先ほども申し上げ

ましたが、あくまでも任意の団体であることは重

々承知しております。細かい問題点がたくさん実

際にありますので、できればアンケート調査など

、 、をしていただき 少しでもその声を拾ってあげて

子供たちが、スポーツ、文化系ももちろんそうで

、 、すけれども ますます楽しめる環境になるように

より一層サポートしていただきますよう要望しま

して、１項目めの質問を終わります。

続いて、２項目めなのですけれども、先ほど前

段でも申し上げましたけれども、やはり髪の毛を

染める行為はいかがなものかなと思っておりま

す。私も昭和生まれで考え方が古いほうですが、

校長先生が認めていると言えばそれまでなのです

けれども、成長期に当たって、身体的な影響もな

いとは言い切れないと思います。

そこで、むつ市教育委員会として、小学生が意

図的に髪を染める行為そのものをどのように捉え

ているか、１点お伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） お答え申し上げます。

各学校ではこれまでも、児童・生徒の発達段階

、 、に応じて 身だしなみとおしゃれの違い等に関し

適切な指導が丁寧に行われております。ご指摘の

ありましたような小学生が意図的に髪を染める行

為があった場合には、保護者等とも連携し、この

ことについて適切な確認、指導がなされているも

のと認識しております。

校則については、児童・生徒や学校の実情、社

会環境の変化等に合わせ、必要に応じて見直しを

図っておりますが、児童・生徒の規範意識や倫理

観等の醸成には、学校での教育のみならず、家庭

や地域も一体となった取組が必要ではないかと考

、 。えておりますので ご理解を賜りたいと存じます

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 教育長のおっしゃるとおり、

私もそう思っております。ただ、髪を染める行為

、 、 、というのが学校でそうなのか 私も すみません

確認していなかったですけれども、スポーツ少年

団と絡んでいる部分があるのですけれども、大会

でやっぱりそういう子がいたと。大会だから、土

日だから染めたかどうか、それは私も分かりませ

んけれども、学校ではそういうことは必ず指導し

ているということであれば、その旨質問を受けた

保護者の方たちの相談に答えますし、今後そうい

うことはないはずですよというのは伝えますの

で、よろしくお願いいたします。

２点目のほうのむつ市子ども夢育成基金につい

てですが、補助対象以外の大会でも、いろいろ大

会は実際あるわけであります。10日前ですか、大

畑の野球チームも、青森県のベストフォーで全国

大会を決めたのですけれども、四国のほうに行く

らしいのです。多分100万円から200万円くらいチ

ームでかかると思うのですけれども、残念ながら

対象外ということで、実費で、これからパレード

するのか、寄附金集めするのかちょっと分かりま

せんけれども、勝っていいのか悪いのかみたいな

ところがありまして、多分皆さん悩んでいるとこ

ろだと思います。対象以外の大会等でもこのむつ

市子ども夢育成基金が利用できるような、裾野を

広げる意味で、今現在、そしてこれからですけれ
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ども、検討している部分があれば、また話合いな

どで協議している部分があればお聞きいたしま

す。

〇議長（大瀧次男） 教育部長。

〇教育部長（角本 力） お答えいたします。

子ども夢育成基金の補助対象につきましては、

これまでも主催団体の枠を広げるなど拡充に努め

てきたところでございます。その結果、多くの児

童・生徒の大会参加を後押しし、活躍する機会の

提供ができたのではないかというふうに考えてご

ざいます。

今後も、スポーツ、文化活動に係る児童・生徒

を取り巻く状況の変化等を注視しながら、補助対

象のさらなる拡充が必要かどうか検討してまいり

たいと考えてございますので、ご理解賜りたいと

存じます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） 分かりました。ありがとうご

ざいます。少しでも拡充できるような形をつくっ

ていただければなと思います。

３点目に入りますけれども、学校とスポーツ少

年団等の関係で現在抱えている問題点についてで

すけれども、小学校を卒業して、中学校へ入学す

れば、また部活動になるわけですけれども、その

際にスポーツ少年団の感覚に慣れて保護者が戸惑

うとか、練習の手伝いなどに参加する方も出てく

ると思います。実際私も許可をいただいて、外部

指導者未満ですけれども、お手伝いして加わって

います。むつ市教育委員会でも、先生方の勤務時

間、特に土日の部活動に対しては苦慮していると

思いますが、令和元年１月に青森県教育委員会が

示した部活動指導員設置要綱を基に同年９月に組

織、制度化されたむつ市中学校部活動連絡協議会

においての現在の動き並びに今後の部活動に対し

ての見通しをお伺いいたします。

〇議長（大瀧次男） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 青森県の指針等に沿って鋭

意検討等を進めているところであります。しかし

ながら、この場を借りて確認をさせていただきた

いことがありまして、文部科学省も、そしてスポ

ーツ庁も、行く行くは中学校においても現小学校

と同様に、部活動に関しては、運動部、文化部と

も学校の関与から外して地域に委ねるように、そ

のように方針を定めております。このことに関し

ましては、大都市圏であれば、総合スポーツクラ

ブであるとか、文化団体であるとか、受皿が現に

存在しておりますが、この地区で全く同じことを

しようとすれば、その受皿を新たにつくる必要が

、 、ありますので そうしたことも念頭に置きながら

しっかりと計画的に、子供たちの活動の場が失わ

れることがないように、そして活動の質が損なわ

れることがないように、鋭意研究、検討を進めて

いるところでございます。

〇議長（大瀧次男） ５番。

〇５番（野中貴健） ありがとうございました。

今回は、２項目ともスポーツ少年団に絡んだ質

問をしました。日頃から仕事の傍ら指導していた

だいている指導者の方々に対しては、心から感謝

を申し上げます。

指導者が卒業するパターンは少ないとは思いま

すけれども、子供の卒業に伴い、ほとんどの保護

者の方もスポーツ少年団を卒業してしまいます。

そのたびに組織づくりに苦労する状況が毎年繰り

返されます。また、相談先が市なのか、学校なの

か、行政なのか、教育委員会なのか、分かりづら

さも今回の一般質問を通じて感じております。

スポーツ少年団へ移行後に、先生の負担も少な

からず減少し、学業に専念することができ、全国

学力テスト等でも全国平均、県平均を上回る成果

を上げているのも事実ですが、スポーツ少年団に

関しては、保護者の方々のほかにも、むつ市小学

生スポーツ活動連絡協議会でもやはり様々な意見
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が出ているようです。

子供たちの夢や可能性を広げる役割は、私たち

大人です。このたび大平中学校出身でむつ市初の

プロ野球選手になりました黒田将矢投手を目指し

て、第２、第３の黒田投手のように全国で活躍で

きる子供たちが誕生できる環境づくりを、スポー

ツ、文化を問わず、各単位団体の意見交換の場を

ぜひ設けていただきたいと強く要望して、私の一

般質問を終わります。

〇議長（大瀧次男） これで、野中貴健議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（大瀧次男） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

、 、 、なお 明12月３日は東健而議員 濵田栄子議員

、 。村中浩明議員 佐藤武議員の一般質問を行います

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時３３分 散会
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